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第
１
章

新
市
の
都
市
像

新
五
色
の
健
康
福
祉
・
環
境
づ
く

り
の
基
本
と
な
る
新
市
の
都
市
構
造

（
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
）は
、
県
道
福
良
江
井

岩
屋
線
、
神
戸
淡
路
鳴
門
自
動
車
道
、

国
道
28
号
の
３
つ
の
南
北
の
都
市
軸

と
、
五
色
と
洲
本
を
結
ぶ
県
道
洲
本

五
色
線
、
県
道
鳥
飼
浦
洲
本
線
の
２

つ
の
東
西
幹
線
で
結
ば
れ
る
構
造
と

な
る
。
こ
の
都
市
軸
と
東
西
幹
線
の

結
節
点
を
五
色
側
は
「
健
康
福
祉
ゾ

ー
ン
」
と
し
て
位
置
づ
け
、
洲
本
側
は

「
業
務
商
業
ゾ
ー
ン
」
と
位
置
づ
け
る
。

さ
ら
に
、
神
戸
淡
路
鳴
門
自
動
車

道
の
洲
本
・
緑
Ｉ
Ｃ
の
北
の
市
原
・
中

川
原
地
区
に
新
Ｉ
Ｃ
を
設
け
て
、
住

民
お
よ
び
企
業
の
利
便
性
を
高
め
る

と
と
も
に
、
洲
本
・
緑
Ｉ
Ｃ
と
市
原
・

中
川
原
新
Ｉ
Ｃ
の
ゾ
ー
ン
を
「
健
康
福

祉
環
境
産
業
」の
集
積
と
、
行
政
機
能

と
し
て
の
新
ク
ラ
ス
タ
ー
※1
を
構
成
す

る
。
今
後
、
こ
の
３
つ
の
ゾ
ー
ン
を
新

市
の
顔（
都
市
構
造
）と
し
て
の
整
備

を
め
ざ
す
。

さ
ら
に
、
３
つ
の
ゾ
ー
ン
を
情
報
・
Ｉ

Ｔ
網
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
バ
ス
の
運
行
な

ど
に
よ
っ
て
結
び
、
新
市
の
住
民
・
企

業
・
行
政
の
連
携
を
強
化
す
る
と
と

も
に
、
五
色
と
洲
本
を
行
き
交
う
、
バ

ラ
ン
ス
の
取
れ
た
ま
ち
づ
く
り
・
く
ら

し
づ
く
り
を
め
ざ
す
。

∏

健
康
福
祉
ゾ
ー
ン

本
町
は
、
積
極
的
に
健
康
・
医
療
・

福
祉
の
総
合
化
を
図
り
、
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
推
進
し
て
き
た
。
高

齢
社
会
を
迎
え
て
、
新
し
い
福
祉
シ
ス

テ
ム
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
共
生
の
里

構
想
を
具
体
化
し
て
い
く
と
と
も
に
、

こ
の
ゾ
ー
ン
を
「
健
康
福
祉
ゾ
ー
ン
」

と
し
て
整
備
し
、
合
併
後
も
い
ま
ま

で
取
り
組
ん
で
き
た
五
色
方
式
の
健

康
・
福
祉
づ
く
り
を
め
ざ
す
。

π

業
務
商
業
ゾ
ー
ン

洲
本
市
域
は
、
広
域
的
な
機
能
や

商
業
・
観
光
機
能
を
有
し
て
い
る
。
さ

ら
に
、
市
民
会
館
、
体
育
館
な
ど
の
整

備
充
実
に
よ
り
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
を
含

め
、
新
市
の「
業
務
商
業
ゾ
ー
ン
」
と

し
て
の
振
興
を
図
っ
て
い
く
と
と
も

に
、
Ｉ
Ｔ
ベ
ン
チ
ャ
ー
特
区
と
し
て
Ｉ

Ｔ
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
振
興
・
育
成
を
め
ざ

す
。

∫

次
世
代
産
業
ゾ
ー
ン

働
く
場
所
の
確
保
の
た
め
に
は
、

企
業
立
地
が
重
要
で
あ
る
。
新
市
の

中
央
に
は
神
戸
淡
路
鳴
門
自
動
車
道

が
走
っ
て
お
り
、
洲
本
・
緑
Ｉ
Ｃ
が
あ

る
。
今
後
、
自
動
車
道
の
有
効
活
用

と
企
業
立
地
を
考
え
た
と
き
、
洲

本
・
緑
Ｉ
Ｃ
の
ア
ク
セ
ス
の
強
化
と
、

市
原
・
中
川
原
地
区
に
Ｉ
Ｃ
の
新
設
が

必
須
で
あ
る
。
現
在
、
市
原
・
中
川
原

地
区
に
は
こ
れ
に
適
し
た
開
発
可
能

空
地
が
あ
り
、
新
Ｉ
Ｃ
の
用
地
と
し

て
、
ま
た
、
こ
の
地
区
周
辺
に
21
世
紀

を
担
う
産
業
―
情
報
通
信
、
健
康
福

祉
、
環
境
な
ど
の
産
業
や
、
行
政
・
教

育
機
関
の
立
地
誘
導
を
は
か
る
。
開

発
に
当
た
っ
て
は
、
交
通
混
雑
や
環
境

が
破
壊
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
自

然
環
境
と
共
生
し
た「
次
世
代
産
業
」

集
積
ゾ
ー
ン
を
め
ざ
す
。

ª

グ
リ
ー
ン
ゾ
ー
ン

新
市
に
お
い
て
、
重
点
的
に
取
り

組
む
３
つ
の
ゾ
ー
ン
の
ほ
か
、
従
来
の

農
村
集
落
や
漁
村
集
落
は
、
酪
農
や

合
鴨
農
法
、
有
機
栽
培
農
法
な
ど
の

特
徴
的
な
農
業
や
、
鰆
の
育
成
・
放

流
な
ど「
つ
く
る
漁
業
」
を
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
く
。
ま
た
、
農
漁
村
集

落
を
中
心
と
し
た
地
域
を「
グ
リ
ー
ン

ゾ
ー
ン
」
と
し
て
位
置
づ
け
、
農
漁
業

の
振
興
と
農
漁
業
体
験
や
環
境
問
題

な
ど
に
つ
い
て
考
え
る
「
グ
リ
ー
ン
ツ

ー
リ
ズ
ム
」
振
興
ゾ
ー
ン
を
め
ざ
す
。

第
２
章
　
重
点
施
策

新
五
色
の
ま
ち
づ
く
り
・
く
ら
し
づ

く
り
の
基
本
理
念
で
あ
る
「
健
康
福

祉
・
環
境
の
ま
ち
、
新
五
色
」
を
実
現

す
る
た
め
に
、
生
活
教
育
文
化
、
健
康

文
化
、
情
報
文
化
、
環
境
文
化
、
産
業

文
化
の
５
つ
の
彩
り
を
重
点
的
に
取

り
組
み
、「
健
康
文
化
都
市
」（
宣
言
）

を
さ
ら
に
進
め
た
「
健
康
福
祉
環
境

モ
デ
ル
都
市
」（
仮
称
）の
実
現
を
め
ざ

す
。重

点
施
策
（
５
つ
の
彩
り
）と
し
て

取
り
あ
げ
る
施
策
は
次
の
通
り
で
あ

る
。

五
色
町
で
は
、
平
成
16
年
度
中
の
洲
本
市
と
の
合
併
、

新
市
と
し
て
出
発
す
る
に
あ
た
っ
て
、
五
色
町
の
豊
か
な

地
域
資
源
に
視
点
を
お
き
、
与
え
ら
れ
た
地
域
特
性
を
活

か
し
つ
つ
、
合
併
後
を
見
据
え
た
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
・

く
ら
し
づ
く
り
を
求
め
て
、「
五
色
町
地
域
ビ
ジ
ョ
ン
」
を

策
定
し
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、「
五
色
町
地
域
ビ
ジ
ョ
ン
」（
抜
粋
）
を
紹

介
し
ま
す
。

新
市
の
都
市
構
造�
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∏

生
活
教
育
文
化
の
彩
り

①
生
活
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備

住
民
の
利
便
性
の
向
上
、
企
業
の

立
地
促
進
の
た
め
に
は
、
自
動
車
道

洲
本
・
緑
Ｉ
Ｃ
か
ら
の
県
道
鳥
飼
浦

洲
本
線
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
の
道
路
改

良
、
市
原
・
中
川
原
に
Ｉ
Ｃ
の
新
設
と

県
道
洲
本
五
色
線
の
道
路
改
良
に
取

り
組
む
。

ま
た
、
五
色
と
洲
本
を
結
ぶ
２
県

道
に
は
太
陽
熱
な
ど
を
利
用
し
た
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス（
ソ
ー
ラ
ー
バ
ス
）の
運

行
に
よ
っ
て
住
民
の
足
で
あ
る
生
活
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
確
保
を
め
ざ
す
。

②
地
域
教
育
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
醸
成

本
町
は
、
高
田
屋
嘉
兵
衛
を
は
じ

め
多
く
の
国
際
人
、
企
業
家
、
政
治

家
、
教
育
者
な
ど
を
輩
出
し
て
き
た
。

こ
う
し
た
先
人
の
残
し
た
業
績
な
ど

を
総
合
的
な
学
習
の
時
間
な
ど
を
活

用
し
て
学
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、
次
代
の

子
供
た
ち
に
進
取
性
や
国
際
性
、
地

域
貢
献
を
身
に
つ
け
る
教
育
や
外
国

語
教
育
を
積
極
的
に
進
め
る
。

ま
た
、
菜
の
花
ホ
ー
ル（
高
田
屋
顕

彰
館
）を
常
設
展
示
と
特
別
展
示（
五

色
偉
人
展
、
古
文
書
展
、
縄
文
弥
生

展
、
文
明
開
化
展
、ス
ポ
ー
ツ
展
な
ど
）

の
２
本
立
て
に
し
て
、
学
習
の
機
会
を

拡
大
す
る
と
と
も
に
、
五
色
の
文
化

の
殿
堂
を
め
ざ
し
て
い
く
。

地
域
の
基
礎
的
な
組
織
と
し
て
町

内
に
43
の
自
治
会
組
織
が
あ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
行
政
と
の
連
携
や
地
域
内
の

連
携
が
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
災
害

発
生
時
や
緊
急
時
に
は
共
助
の
精
神

が
息
づ
い
て
い
る
。
新
市
後
も
、
自
治

組
織
だ
け
で
な
く
、
公
民
館
組
織
、

体
育
協
会
組
織
な
ど
地
域
に
根
ざ
し

た
独
自
の
活
動
を
行
っ
て
い
る
組
織

は
、
い
ま
の
形
を
残
し
て
い
く
と
と
も

に
、
さ
ら
に
、
組
織
の
自
律
力
を
高
め

て
い
く
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
く
。

π

健
康
文
化
の
彩
り

①
共
生
の
里

こ
れ
ま
で
、
高
齢
者
や
障
害
者
の

ケ
ア
は
、
在
宅
か
施
設
の
二
者
択
一

し
か
な
か
っ
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
自
己

決
定
で
き
る
自
由
な
暮
ら
し
の
在
宅

と
、
生
活
介
護
が
受
け
ら
れ
る
施
設

の
安
心
感
を
兼
ね
備
え
、
日
常
的
な

世
代
間
交
流
の
な
か
で
心
身
に
障
害

が
あ
っ
て
も
老
後
に
至
る
ま
で
安
心

し
て
住
み
続
け
ら
れ
る「
共
生
の
里
」

構
想（
健
康
福
祉
特
区
の
検
討
）
※2
を

推
進
し
て
い
く
。

②
健
康
海
岸
構
想

都
志
海
水
浴
場
か
ら
五
色
浜
に
か

け
て
は
、
特
色
あ
る
海
岸
域
を
形
成

し
て
お
り
、
背
後
の
健
康
福
祉
施
設

と
連
携
し
な
が
ら
、
だ
れ
も
が
海
岸

を
利
用
で
き
る
階
段
護
岸
や
遊
歩
道

な
ど
を
整
備
し
た
健
康
海
岸
構
想
を

推
進
し
て
い
く
。
ま
た
、
こ
の
構
想
の

中
核
施
設
と
し
て
、「
タ
ラ
ソ
テ
ラ
ピ

ー
施
設
」
を
建
設
す
る
。

∫

情
報
文
化
の
彩
り

①
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

平
成
６
年
に
双
方
向
機
能
を
備
え

た
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
総
合
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

シ
ス
テ
ム
を
整
備
し
、
ま
ち
の
話
題
や

出
来
事
の
ほ
か
行
政
の
情
報
を
提
供

し
て
き
た
。
し
か
し
、
い
ち
早
く
整
備

し
た
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
施
設
は
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

の
時
期
に
き
て
お
り
、
合
併
を
機
会

に
洲
本
と
連
携
し
た
次
世
代
Ｃ
Ａ
Ｔ

Ｖ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
整
備
し
、
ブ
ロ
ー

ド
バ
ン
ド
化
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

学
校
な
ど
の
公
共
施
設
と
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
充
実
し
て
い
く
。

②
健
康
福
祉
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

次
世
代
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

活
用
し
た
行
政
手
続
き
の
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
サ
ー
ビ
ス
や
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ

ス
の
実
現
を
め
ざ
す
。
五
色
町
で
は
、

全
国
に
先
駆
け
て
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
を
利

用
し
た
保
健
・
医
療
・
福
祉
カ
ー
ド
シ

ス
テ
ム
を
導
入
し
て
お
り
、
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ

網
を
活
用
し
た
在
宅
保
健
医
療
福
祉

支
援
シ
ス
テ
ム
も
稼
動
し
て
い
る
。
合

併
後
も
本
シ
ス
テ
ム
の
充
実
を
図
っ
て

い
く
と
と
も
に
、
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
を
活
用
し

た
健
康
福
祉
分
野
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
充

実
し
て
い
く
。

ª

環
境
文
化
の
彩
り

①
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入

平
成
12
年
度
に「
地
域
新
エ
ネ
ル
ギ

ー
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
し
、
風
力
発
電

や
太
陽
光
発
電
を
導
入
し
、
推
進
し

て
い
る
。
ま
た
、
CO2
を
吸
収
す
る
ケ
ナ

フ
や
菜
の
花
の
栽
培
に
取
り
組
ん
で

お
り
、
ケ
ナ
フ
や
菜
の
花
を
使
っ
た
特

産
品
づ
く
り
も
活
発
で
あ
る
。
今
後

も
太
陽
・
風
・
バ
イ
オ
マ
ス
※3
な
ど
を

利
用
し
た
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入

を
進
め
る
と
と
も
に
、
関
係
団
体
が

協
力
し
て「
菜
の
花
エ
コ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
進
め
て
い
る
が
、
平
成
17
年
３
月
の

「
第
５
回
全
国
菜
の
花
サ
ミ
ッ
ト
」の

開
催
や
、
天
ぷ
ら
油
の
廃
食
油
回
収

に
よ
る
Ｂ
Ｄ
Ｆ（
バ
イ
オ
・
デ
ィ
ー
ゼ
ル
・

フ
ュ
ー
エ
ル
）精
製
な
ど
の
循
環
型
社

会
へ
の
取
り
組
み
を
継
続
し
て
い
く
。

②
五
色
浜
・
た
め
池
の
再
生

西
淡
町
慶
野
松
原
と
並
ん
で
、
五

色
浜
は
淡
路
島
の
重
要
な
観
光
資
源

と
な
っ
て
い
る
が
、
現
在
海
岸
侵
食
に

よ
っ
て
か
つ
て
の
面
影
が
な
く
な
っ
た
。

五
色
浜
を
侵
食
対
策
事
業
や
養
浜
事

業
に
よ
っ
て
保
全
し
て
い
く
と
と
も

に
、
町
内
外
の
人
々
の
安
ら
ぎ
や
憩
い

の
場
を
め
ざ
し
て
い
く
。

ま
た
、
五
色
町
に
は
た
め
池
が
多
く

残
っ
て
い
る
が
、
危
険
箇
所
に
つ
い
て
は

改
修
し
て
い
く
と
と
も
に
、
ビ
オ
ト
ー
プ

な
ど
環
境
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
な
か
で

た
め
池
を
保
全
、
活
用
し
て
い
く
。

º

産
業
文
化
の
彩
り

①
健
康
福
祉
環
境
産
業
の
振
興

「
健
康
福
祉
・
環
境
の
ま
ち
、
新
五

色
」に
ふ
さ
わ
し
い
産
業
を
創
出
し
て
、

新
市
の
雇
用
機
会
の
拡
大
を
は
か
る

た
め
、
市
原
・
中
川
原
お
よ
び
洲
本
・

緑
Ｉ
Ｃ
を
結
ぶ
ゾ
ー
ン
を
次
世
代
産

業
ゾ
ー
ン
と
し
て
位
置
づ
け
、
健
康
福

祉
関
連
産
業
や
環
境
関
連
産
業
の
振

興
を
は
か
っ
て
い
く
。

②
サ
ン
セ
ッ
ト
・
フ
ァ
イ
ブ
・
ビ
ュ
ー

「
く
に
う
み
ツ
ー
リ
ズ
ム
特
区
」
※4
と
し

て
、
県
道
福
良
・
江
井
・
岩
屋
線（
サ
ン

セ
ッ
ト
ロ
ー
ド
）を
位
置
づ
け
、「
五
色

浜
―
新
五
色
浜
県
民
サ
ン
ビ
ー
チ
ー

夕
日
が
丘
公
園
―
都
志
海
水
浴
場
―

高
田
屋
嘉
兵
衛
翁
記
念
館
」
を
フ
ァ
イ

ブ
ビ
ュ
ー
・
ポ
イ
ン
ト
と
し
、
五
色
町
の

特
産
品
な
ど
が
並
ぶ
海
の
駅
の
設
置

や
、
気
軽
に
ジ
ョ
ギ
ン
グ
や
健
康
づ
く

り
が
で
き
る
よ
う
散
策
道
、
ト
イ
レ
、

ベ
ン
チ
な
ど
を
整
備
し
て
い
く
。

※1

「
特
定
分
野
に
属
し
、
総
合
的
に

関
連
し
た
、
企
業
と
機
関
か
ら
な
る

地
理
的
に
近
接
し
た
集
団
」の
意
味
、

平
成
14
年
か
ら
経
済
産
業
省
に
お
い

て
も
「
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
計
画
」
を
推

進
し
て
い
る．

※2

現
在
、
淡
路
島
で
は
、
3
つ
の

特
区
「
Ｉ
Ｔ
ベ
ン
チ
ャ
ー
育
成
特
区
」

（
洲
本
市
）、「
自
然
産
業
特
区
」（
淡
路

町
・
北
淡
町
・
東
浦
町
）、「
く
に
う
み

ツ
ー
リ
ズ
ム
特
区
」（
全
島
）の
指
定
を

受
け
て
い
る．

※3

生
物
が
生
み
だ
す
エ
ネ
ル
ギ
ー

※4

「
く
に
う
み
ツ
ー
リ
ズ
ム
特
区
」

は
、
国
立
公
園
に
お
け
る
自
然
を
活

用
し
た
催
し
の
容
易
化
に
か
か
る
規

制
の
特
例
措
置
と
、
地
元
関
係
機
関

が
実
施
す
る
集
客
イ
ベ
ン
ト
を
一
体

的
に
行
う
こ
と
で
、
淡
路
地
域
の
も

つ
観
光
資
源
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
最
大

に
引
き
出
し
、
淡
路
へ
の
誘
客
回
復
を

は
か
り
、
地
域
経
済
の
活
性
化
へ
と
つ

な
ぐ
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
る
。

生活教育文化生活教育文化の彩り�

産業文化産業文化の彩り�

環境文化環境文化の彩り�情報文化情報文化の彩り�

健康文化健康文化の彩り�

生活教育文化の彩り�

産業文化の彩り�

環境文化の彩り�情報文化の彩り�

健康文化の彩り�

５つの彩り～新しい文化の５つの花
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議
会
だ
よ
り�
議
会
だ
よ
り�

〝
議
会
だ
よ
り
〞は
年
四
回（
毎
定
例
会
後
）の
予
定
で

議
会
運
営
委
員
会
が
、町
広
報
紙
を
通
じ
て
議
会
の

動
き
を
直
接
み
な
さ
ん
に
お
知
ら
せ
す
る
も
の
で
す
。�

第
３
１
１
回
定
例
会
に
お
け
る
一

般
質
問
は
、
６
議
員
か
ら
な
さ
れ
ま

し
た
。

概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

合
併
問
題

∏
協
議
方
針

合
併
必
至
か
要
件
前
提
か

π
町
民
の
意
識
確
認

∫
新
市
名

山

議
員

∏
町
長
の
合
併
協
議
の
方
針
は
何
が

あ
っ
て
も
合
併
す
る
と
決
心
し
て
い

る
の
か
、
そ
れ
と
も
五
色
の
重
要
施

策
継
続
の
見
込
み
が
な
い
等
の
場
合

「
決
裂
も
や
む
な
し
」
と
の
考
え
も

あ
る
の
か
。

合
併
は
合
併
そ
の
も
の
に
あ
る
の

で
は
な
く
町
民
と
新
市
民
の
た
め
に

あ
る
の
だ
か
ら
、
こ
の
目
的
に
そ
わ

ね
ば
合
併
を
し
な
い
こ
と
も
念
頭
に

置
く
強
い
合
併
交
渉
が
望
ま
れ
る
。

來
馬
町
長

五
色
町
は
地
方
交
付
税
、
国
庫
支

出
金
、
県
支
出
金
に
多
く
依
存
し
、

町
全
体
の
住
民
生
活
が
成
り
立
っ
て

い
る
事
を
認
識
し
て
合
併
問
題
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
地
方
分
権
や
三
位

一
体
改
革
が
進
め
ら
れ
て
い
る
状
況

下
で
は
、
合
併
に
よ
っ
て
行
政
の
効

率
化
、
財
政
内
容
の
見
直
し
が
緊
急

の
課
題
で
あ
る
。

洲
本
市
と
基
本
５
項
目
に
つ
い
て

覚
書
を
交
わ
し
判
断
の
基
準
と
し
て

取
り
組
ん
で
お
り
、
条
件
を
変
え
る

と
か
で
な
く
基
本
的
な
事
を
お
互
い

に
信
義
を
重
ん
じ
て
協
議
を
進
め
て

い
る
。
交
渉
は
い
ろ
い
ろ
な
思
い
が

あ
っ
た
り
意
見
が
あ
っ
た
り
す
る
が

基
本
的
な
方
向
を
目
指
し
て
組
み
立

て
て
い
く
の
が
一
番
大
事
と
思
っ
て

い
る
。

山

議
員

π
合
併
後
、
負
担
増
、
行
政
サ
ー
ビ

ス
低
下
な
れ
ば
町
民
の
合
併
に
つ
い

て
の
理
解
も
得
ら
れ
難
い
。
そ
こ
で

協
議
の
経
過
と
概
要
、
負
担
と
サ
ー

ビ
ス
、
新
市
の
姿
を
示
し
た
上
で
の

町
民
、
有
権
者
の
意
志
確
認
の
必
要

が
あ
る
。

來
馬
町
長

町
民
の
代
表
で
あ
る
議
員
の
皆
さ

ん
に
協
議
の
内
容
と
か
経
緯
は
報
告

し
て
お
り
、
議
員
を
通
し
て
町
民
の

皆
さ
ん
に
伝
わ
っ
て
い
る
と
考
え
て

お
り
、
行
政
は
「
合
併
だ
よ
り
」

「
町
広
報
誌
」「
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
」

で
理
解
い
た
だ
く
よ
う
に
努
め
て
い

る
。現

在
は
調
整
項
目
を
逐
次
整
理
し

て
お
り
、
１
月
下
旬
頃
に
は
地
区
懇

談
会
を
開
催
し
地
域
の
方
々
と
意
見

交
換
の
場
を
設
定
し
た
い
。

山

議
員

∫
新
市
名
の
選
定
は
混
乱
状
態
で
あ

り
、
洲
本
市
の
数
に
よ
る
発
言
も
あ

る
。合

併
は
中
味
が
重
要
で
あ
る
が
、

し
か
し
一
事
が
万
事
で
新
市
名
の
決

定
手
法
が
合
併
内
容
に
も
影
響
せ
ず

と
は
言
い
難
い
、
ど
う
考
え
る
か
。

來
馬
町
長

新
市
の
名
称
は
基
本
的
な
覚
書
を

協
定
し
、
そ
の
信
義
の
中
で
動
い
て

お
り
、
合
併
協
議
会
の
委
員
は
良
識

あ
る
行
動
を
と
る
こ
と
が
お
互
い
の

信
義
で
あ
り
、
合
併
協
議
会
の
中
で

き
っ
ち
り
と
選
定
さ
れ
て
い
く
も
の

と
期
待
し
て
い
る
。

共
生
の
里

山

議
員

お
年
寄
り
増
加
、
独
居
、
老
齢
世

帯
も
多
く
な
り
、
福
祉
と
医
療
の
今

な
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
事
が
山
積
し
て
お

り
、
こ
の
対
策
は
急
を
要
し
待
て
な

い
。目

前
の
困
窮
に
対
応
せ
ず
、
５
〜

６
年
か
け
て
な
ど
と
言
っ
て
は
合
併

協
議
の
経
過
か
ら
も
、
新
市
の
了
解

は
得
ら
れ
ず
推
進
の
期
待
は
出
来
な

い
。万

難
を
排
し
一
部
分
か
ら
で
も
合

併
前
に
着
手
す
る
こ
と
が
こ
の
実
現

に
つ
な
が
る
。

來
馬
町
長

施
設
入
所
か
在
宅
介
護
の
現
在
の

シ
ス
テ
ム
で
フ
ォ
ロ
ー
出
来
な
い
お

年
寄
り
を
若
者
と
老
人
、
或
い
は
老

人
同
士
が
保
健
サ
ー
ビ
ス
を
織
り
込

ん
で
共
に
支
え
合
う
ソ
フ
ト
の
施
策

が
大
事
で
あ
り
、
そ
れ
を
支
え
て
い

く
中
間
的
な
施
設
が
必
要
と
考
え
て

い
る
。「
共
生
の
里
」
の
理
念
は
非

常
に
大
事
な
事
と
認
識
し
て
お
り
、

具
体
的
に
浮
上
さ
せ
る
べ
き
今
年
度

既
に
予
算
化
し
、「
共
生
の
里
推
進

室
」
も
設
置
し
て
ス
タ
ッ
フ
が
検
討

し
て
い
る
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

山

議
員

∏
入
所
待
機
者
対
策
と
し
て
20
床
の

増
設

π
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
、
自
由
な
ど
の
ニ

ー
ズ
へ
の
対
処

∫
共
生
の
里
と
の
関
連

以
上
に
つ
い
て
の
経
過
を
問
う
。

倉
内
健
康
福
祉
課
長

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
増
床
に

向
け
て
整
備
計
画
の
策
定
の
た
め
の

圏
域
調
整
を
行
い
五
色
町
で
の
２
０

床
の
増
床
計
画
の
承
認
を
得
た
の
で

早
急
に
整
備
を
進
め
る
。
ニ
ー
ズ
に

即
応
す
る
基
盤
整
備
が
整
っ
て
い
な

い
の
が
現
実
で
あ
り
、
特
養
の
増
床

に
合
わ
せ
て
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護

に
つ
い
て
も
配
慮
し
た
い
。

透
析

山

議
員

透
析
治
療
の
た
め
の
人
材
確
保
に

な
さ
れ
た
努
力
の
具
体
を
聞
き
ま

す
。

倉
内
健
康
福
祉
課
長

五
色
診
療
所
に
人
工
透
析
を
導
入

す
る
に
当
た
っ
て
専
門
ス
タ
ッ
フ
の

確
保
の
た
め
に
県
立
淡
路
病
院
や
県

の
医
療
課
で
県
内
の
透
析
専
門
医
師

の
紹
介
を
い
た
だ
き
交
渉
を
し
ま
し

た
が
合
意
に
至
っ
て
い
な
い
。

特
別
職
（
任
免
と
条
例
）

山

議
員

今
議
会
に
は
収
入
役
の
任
用
案
件

か
、
あ
る
い
は
自
治
法
に
基
づ
く
条

例
提
案
の
い
ず
れ
か
が
必
須
か
つ
適

法
な
措
置
と
考
え
る
。

▲山 議員

第311回

定 例 会
（会期　平成15年12月15日～12月24日）
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來
馬
町
長

地
方
交
付
税
の
削
減
や
経
済
情
勢

に
よ
る
税
収
が
減
少
す
る
中
で
内
部

コ
ス
ト
の
削
減
、
人
件
費
の
削
減
等

に
よ
る
経
費
節
減
が
行
政
の
課
題
で

あ
り
、
収
入
役
の
取
り
扱
い
に
つ
い

て
は
総
務
省
が
10
万
未
満
の
都
市
に

つ
い
て
は
収
入
役
を
廃
止
す
る
方
針

を
打
ち
出
し
、
地
方
自
治
法
の
改
正

を
準
備
し
て
い
る
。
そ
う
い
う
事
を

踏
ま
え
て
収
入
役
の
任
期
満
了
後
は

職
員
を
任
命
し
て
実
務
に
支
障
を
来

さ
な
い
よ
う
対
応
す
る
。

地
震
対
策
に
つ
い
て

板
野
議
員

今
世
紀
前
半
に
は
東
南
海
地
震
、

南
海
地
震
が
予
想
さ
れ
て
い
る
が
五

色
町
の
防
災
対
策
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
、
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る

た
め
独
自
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し

住
民
の
皆
さ
ん
に
地
震
に
対
す
る
認

識
を
徹
底
さ
れ
た
い
。

柴
峠
生
活
環
境
課
長

地
震
対
策
に
つ
い
て
は
淡
路
地
域

の
地
震
対
策
連
絡
会
を
設
置
し
て
被

災
予
想
マ
ッ
プ
の
作
成
や
防
災
訓
練

の
実
施
等
を
行
っ
て
お
り
、
五
色
町

に
お
い
て
も
地
域
防
災
計
画
を
作
成

し
て
お
り
ま
す
が
、
今
後
津
波
の
部

分
を
加
え
て
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
早

急
に
作
成
し
た
い
。

鮎
原
小
学
校
体
育
館
の

改
築
に
つ
い
て

板
野
議
員

体
育
館
の
活
用
は
学
校
教
育
だ
け

で
な
く
地
域
の
社
会
体
育
活
動
の
利

用
が
多
く
床
面
積
が
狭
小
な
だ
け
で

な
く
築
後
26
年
が
経
過
し
老
朽
化
が

進
ん
で
お
り
早
急
に
改
築
が
必
要
で

あ
る
。

十
川
教
育
長

鮎
原
小
学
校
の
体
育
館
は
義
務
教

育
の
小
学
校
の
施
設
基
準
に
比
較
し

て
１
７
０
㎡
不
足
し
て
お
り
早
急
に

適
正
な
も
の
に
建
て
替
え
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

現
在
老
朽
度
調
査
を
実
施
し
て
お

り
１
月
早
々
に
結
果
が
出
る
の
で
、

そ
の
時
点
で
財
政
当
局
と
協
議
し
て

善
処
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
の
で
今

し
ば
ら
く
時
間
を
い
た
だ
き
た
い
。

新
市
の
名
称
に
つ
い
て

木
下
議
員

新
市
の
名
称
の
選
定
基
準
が
漢
字

は
だ
め
で
も
ひ
ら
が
な
或
い
は
カ
タ

カ
ナ
の
「
す
も
と
」「
ス
モ
ト
」
は

有
効
で
あ
り
「
洲
本
五
色
市
」
は
造

語
で
あ
る
か
ら
有
効
と
報
道
さ
れ
た

が
容
認
し
た
の
か
。

來
馬
町
長

新
市
を
吸
収
合
併
で
な
く
新
設
合

併
で
行
く
こ
と
を
具
体
化
す
る
た
め

に
旧
市
町
名
を
使
わ
な
い
事
を
合

意
、
協
定
し
て
お
り
第
１
回
の
合
併

協
議
会
に
諮
っ
て
確
認
し
た
。
そ
の

事
を
遵
守
し
履
行
す
る
こ
と
が
合
併

協
議
会
委
員
の
役
目
で
あ
り
、
新
し

い
市
を
誕
生
さ
せ
る
視
点
で
選
定
作

業
が
進
め
ら
れ
る
。

平
成
１６
年
度

予
算
編
成
に
つ
い
て

木
下
議
員

予
定
通
り
合
併
が
進
む
と
五
色
町

47
年
の
歴
史
の
最
後
の
単
独
予
算
と

な
る
、
五
色
町
の
特
質
で
あ
る
特
別

会
計
方
式
に
よ
る
直
営
事
業
を
合
併

後
堅
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
診

療
報
酬
や
介
護
報
酬
の
制
度
改
正
に

よ
っ
て
厳
し
い
運
営
状
況
と
な
っ
て

い
る
。

安
定
し
た
運
営
を
継
続
す
る
た
め

に
も
交
付
税
に
算
入
さ
れ
て
い
る
特

別
会
計
分
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
別
会

計
へ
繰
り
入
れ
措
置
を
講
ず
る
べ
き

と
思
う
が
ど
う
か
。

來
馬
町
長

一
般
会
計
と
特
別
会
計
を
組
み
合

わ
せ
て
総
合
的
な
財
政
運
営
を
す
る

事
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

合
併
を
目
前
に
し
て
の
総
合
的
な

財
政
運
営
と
将
来
の
特
別
会
計
事
業

が
安
定
し
た
運
営
が
出
来
る
よ
う
16

年
度
の
予
算
編
成
に
向
け
て
基
金
の

活
用
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
議
員
の

意
向
に
添
っ
た
予
算
編
成
を
考
え
た

い
。

五
色
町
の
活
性
化
対
策
に
つ
い
て

猪
谷
議
員

∏
過
日
、
山
田
村
で
催
さ
れ
た
３
市

町
村
交
流
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
競
技
種

目
に
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
が
加
え
ら
れ
、

町
内
に
も
愛
好
者
が
あ
り
全
国
的
に

も
増
加
し
て
い
る
が
島
内
に
は
施
設

が
な
い
状
況
で
あ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
交

流
の
場
で
も
あ
る
ア
ス
パ
五
色
運
動

公
園
内
に
施
設
整
備
が
出
来
な
い

か
。
π
五
色
町
は
広
大
な
町
有
地
を

保
有
し
て
い
る
が
、
こ
の
土
地
を
活

用
し
て
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
や
専
門
学

校
の
誘
致
が
出
来
な
い
か
。

來
馬
町
長

施
設
を
整
備
し
て
交
流
客
を
誘
致

す
る
発
想
は
高
度
成
長
期
の
時
代
の

こ
と
で
財
政
が
厳
し
い
中
で
は
現
在

あ
る
施
設
を
生
か
し
て
文
化
活
動
や

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
を
含
め
た
ス
ポ
ー
ツ

活
動
に
有
効
活
用
し
た
い
。

山
口
助
役

若
者
の
雇
用
創
出
に
ベ
ン
チ
ャ
ー

企
業
の
誘
致
施
策
に
つ
い
て
は
、
い

ろ
い
ろ
な
ル
ー
ト
で
企
業
進
出
情
報

を
探
り
、
各
方
面
に
ア
タ
ッ
ク
し
て

い
る
が
経
済
不
況
下
の
中
、
全
国
的

な
土
地
余
り
現
象
の
中
で
打
診
は
あ

っ
て
も
成
約
に
至
ら
な
い
の
が
実
情

で
あ
る
。

五
色
浜
海
岸
の

浸
食
防
止
対
策
に
つ
い
て

猪
谷
議
員

町
内
に
は
緑
の
山
々
、
清
流
の
小

川
、
青
い
海
等
自
然
環
境
に
恵
ま
れ

た
箇
所
が
多
く
あ
る
が
環
境
保
全
が

必
要
な
場
所
も
多
々
あ
り
ま
す
。
と

り
わ
け
五
色
浜
海
岸
は
浸
食
が
ひ
ど

く
県
道
へ
の
越
波
に
よ
り
道
路
は
塩

水
で
洗
わ
れ
、
通
行
に
も
支
障
を
来

し
て
い
る
状
況
で
あ
り
、
越
波
の
防

止
、
交
通
事
故
防
止
対
策
の
た
め
の

浸
食
防
止
対
策
を
早
急
に
講
じ
ら
れ

た
い
。

來
馬
町
長

五
色
浜
を
復
元
す
る
た
め
に
は
相

当
の
事
業
費
と
年
数
が
必
要
に
な
る

の
で
復
元
事
業
を
実
施
し
な
が
ら
、

道
路
防
災
と
い
う
視
点
で
交
通
安
全

面
や
急
激
な
越
波
を
避
け
る
防
護
壁

的
な
も
の
を
海
岸
管
理
者
で
あ
る
県

土
木
事
務
所
へ
要
請
し
て
お
り
、
予

算
措
置
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
た

だ
い
て
い
る
。

平
成
１６
年
度
予
算
編
成
と

人
事
に
つ
い
て

木
元
議
員

合
併
を
控
え
て
16
年
度
予
算
編
成

に
当
た
っ
て
施
策
を
精
選
し
、
効
果

の
あ
る
予
算
配
分
が
必
要
で
あ
る
、

又
合
併
ま
で
に
解
決
す
べ
き
課
題
が

数
多
く
あ
る
、
適
材
適
所
の
人
事
配

置
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か

町
長
の
考
え
を
問
う
。

來
馬
町
長

16
年
度
が
五
色
町
最
後
の
予
算
編

成
に
な
る
か
も
わ
か
ら
な
い
こ
と
を

意
識
し
て
大
切
な
締
め
く
く
り
と
理

解
し
て
お
り
、
財
政
的
に
余
裕
が
あ

れ
ば
全
部
執
行
し
た
い
と
こ
ろ
で
す

が
、
国
や
町
の
財
政
事
情
が
非
常
に

厳
し
い
事
を
理
解
い
た
だ
い
て
事
業

費
の
見
直
し
を
行
い
、
削
減
す
る
も

▲板野議員

▲木下議員

▲猪谷議員

▲木元議員
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の
は
削
減
し
て
新
し
い
事
に
取
り
組

む
。
次
ぎ
に
人
事
配
置
に
つ
い
て
は

組
織
と
連
動
す
る
の
で
町
民
の
皆
さ

ん
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
施
策
を
展
開

す
る
た
め
の
適
材
適
所
の
人
事
配
置

を
行
い
付
託
に
応
え
た
い
。

合
併
問
題
に
つ
い
て

木
元
議
員

１
月
下
旬
に
地
区
懇
談
会
を
開
催

す
る
と
の
事
で
あ
る
が
、
本
来
は
新

市
建
設
素
案
を
示
し
、
意
見
や
提
案

を
聞
い
て
新
市
建
設
計
画
を
策
定
す

る
の
が
当
然
と
思
う
が
ど
う
が
、
次

に
地
域
審
議
会
の
設
置
に
当
た
っ
て

確
認
さ
れ
た
内
容
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か
。

高
田
総
務
課
長

地
区
懇
談
会
を
開
催
し
て
、
幅
広

い
行
政
課
題
に
つ
い
て
意
見
交
換
を

考
え
て
お
り
、
具
体
的
に
詰
ま
り
し

だ
い
広
報
し
た
い
。

次
に
合
併
特
例
法
の
第
５
条
の
４

の
規
定
に
よ
り
洲
本
市
域
と
五
色
町

域
を
エ
リ
ア
と
し
た
地
域
審
議
会
を

設
置
す
る
方
向
で
協
議
を
進
め
て
い

る
が
法
案
の
改
正
が
来
春
に
な
る
の

で
具
体
的
な
協
議
は
若
干
時
間
を
要

す
る
。

木
元
議
員

合
併
ま
で
に
多
く
の
解
決
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
問
題
が
あ
る
が
、
町

民
は
置
き
去
り
に
さ
れ
な
い
か
心
配

し
て
い
る
解
決
の
見
通
し
は
あ
る
の

か
。
合
併
協
議
会
で
小
委
員
会
、
検

討
委
員
会
を
設
置
し
て
協
議
し
て
い

る
よ
う
で
あ
る
が
、
公
の
場
で
両
市

町
の
代
表
と
し
て
発
言
す
べ
き
で
あ

り
運
営
を
改
め
る
べ
き
で
な
い
か
。

來
馬
町
長

合
併
ま
で
に
解
決
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
数
々
の
懸
案
事
項
に
つ
い
て

は
、
合
併
期
日
を
意
識
し
な
が
ら
地

域
の
方
々
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
て

早
期
解
決
に
努
力
し
た
い
。
合
併
協

議
会
に
検
討
委
員
会
を
設
置
し
て
い

る
事
に
つ
い
て
は
、
合
併
は
お
互
い

の
委
員
の
納
得
の
中
で
合
意
し
な
が

ら
進
め
る
の
が
基
本
で
あ
り
、
委
員

の
中
で
の
習
練
方
式
な
の
で
継
続
す

る
。

教
育
問
題
に
つ
い
て

木
元
議
員

過
日
の
教
育
懇
談
会
で
学
校
長
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら
多
く
の
要
望
が
出
て
い

る
が
、
そ
の
対
応
と
児
童
、
生
徒
の

登
下
校
時
に
車
を
使
っ
た
凶
悪
事
件

が
全
国
的
に
発
生
し
て
い
る
と
聞

く
、
通
学
路
の
安
全
確
保
対
策
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
編
成
し
て
は
ど

う
か
。

十
川
教
育
長

児
童
生
徒
の
登
下
校
時
の
事
故
防

止
の
た
め
に
関
係
各
機
関
、
警
察
、

県
当
局
、
学
校
、
地
域
社
会
が
一
致

し
て
交
通
安
全
運
動
や
青
少
年
の
健

全
育
成
運
動
に
も
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
る
が
、
す
べ
て
安
全
と
は
言

え
な
い
。
提
案
の
あ
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
も
１
つ
の
方
策
で
あ

り
、
地
道
に
活
動
を
積
み
重
ね
て
安

全
確
保
を
図
り
た
い
。

木
元
議
員

地
域
教
育
推
進
委
員
、
学
校
評
議

委
員
、
学
校
運
営
協
議
会
等
い
ろ
い

ろ
な
立
場
か
ら
委
員
会
が
設
置
さ
れ

て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
状
況

を
問
う
。

十
川
教
育
長

こ
れ
か
ら
の
教
育
は
開
か
れ
た
学

校
、
魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
を
目
指

し
て
お
り
、
広
い
分
野
の
皆
さ
ん
か

ら
提
案
や
意
見
具
申
を
い
た
だ
い
て

学
校
運
営
に
反
映
し
て
い
く
こ
と
を

前
提
に
、
そ
れ
ぞ
れ
設
置
し
て
お
り
、

ト
ラ
イ
ヤ
ル
ウ
イ
ー
ク
の
地
域
で
の

支
援
方
策
、
安
全
、
安
心
、
開
か
れ

た
学
校
づ
く
り
の
地
域
支
援
の
あ
り

方
、
学
校
完
全
週
５
日
制
に
伴
う
地

域
の
体
制
づ
く
り
等
学
校
と
地
域
が

密
接
な
連
携
の
基
に
新
し
い
教
育
を

目
指
し
て
い
る
。

タ
ラ
ソ
テ
ラ
ピ
ー
の

建
設
計
画
に
つ
い
て

木
元
議
員

今
期
定
例
会
に
建
設
予
定
地
の
用

地
買
収
に
つ
い
て
の
議
案
が
提
出
さ

れ
て
い
る
が
施
設
建
設
計
画
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

來
馬
町
長

兵
庫
県
が
都
志
の
海
岸
で
人
口
養

浜
事
業
を
進
め
て
お
り
、
連
動
し
て

健
康
寿
命
の
延
伸
施
設
と
し
て
リ
ハ

ビ
リ
機
能
を
持
っ
た
タ
ラ
ソ
テ
ラ
ピ

ー
と
広
く
大
勢
の
町
民
が
活
用
で
き

る
海
水
温
水
プ
ー
ル
の
整
備
を
目
指

し
た
い
。

町
長
の
政
治
理
念
を
問
う

小
坂
議
員

自
衛
隊
の
イ
ラ
ク
派
兵
に
つ
い
て

の
基
本
計
画
は
無
法
な
侵
略
戦
争
と

不
法
な
占
領
支
配
に
軍
事
力
を
も
っ

て
加
担
す
る
も
の
で
あ
り
、
人
道
支

援
に
名
を
借
り
た
行
動
で
米
、
英
国

占
領
国
の
一
員
と
し
て
イ
ラ
ク
国
民

の
憎
し
み
と
怒
り
を
募
ら
せ
る
結
果

と
な
る
、
町
長
と
し
て
中
止
を
求
め

る
意
志
を
表
明
す
べ
き
で
な
い
か
。

次
に
町
長
の
就
任
当
初
は
「
一
人
一

品
一
変
運
動
」
や
職
員
の
自
己
点
検
、

入
札
制
度
の
改
革
等
意
気
込
み
を
感

じ
た
が
最
近
は
庁
内
の
緊
張
感
が
薄

れ
て
い
る
。

職
員
の
能
力
を
引
き
出
し
新
生
五

色
の
姿
を
示
す
べ
き
で
な
い
か
。

來
馬
町
長

自
衛
隊
の
イ
ラ
ク
派
兵
と
か
国

防
、
外
交
問
題
は
国
政
レ
ベ
ル
の
テ

ー
マ
で
あ
り
、
町
政
レ
ベ
ル
へ
影
響

が
あ
っ
た
場
合
は
、
国
の
動
向
を
見

な
が
ら
議
会
と
共
に
検
討
す
る
。

「
変
え
よ
う
変
わ
ろ
う
新
生
五
色
」

と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
着
任
以
来
続

け
て
お
り
、
常
に
こ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

を
基
に
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
て
い

る
の
で
庁
内
に
緊
張
感
が
薄
れ
て
い

る
と
は
考
え
て
い
な
い
。

国
民
年
金
に
つ
い
て

小
坂
議
員

国
民
年
金
保
険
料
の
未
納
者
が
４

割
近
く
に
な
り
、
社
会
保
険
事
務
所

は
収
納
対
策
を
強
化
し
督
促
状
の
送

付
や
戸
別
訪
問
に
よ
る
徴
収
、
最
終

的
に
は
差
し
押
さ
え
ま
で
し
て
強
権

的
徴
収
に
着
手
し
て
い
る
が
、
払
い

た
く
て
も
払
え
な
い
人
も
多
く
あ
る

と
思
う
が
徴
収
方
法
に
つ
い
て
の
見

解
は
ど
う
か
。

蛇
持
住
民
課
長

国
民
年
金
保
険
料
の
収
納
事
務
は

社
会
保
険
事
務
所
が
行
っ
て
お
り
、

町
と
し
て
は
年
金
相
談
や
免
除
制
度

等
加
入
者
に
理
解
し
て
い
た
だ
く
よ

う
啓
発
し
て
い
る
。

合
併
問
題
に
つ
い
て

小
坂
議
員

洲
本
市
と
の
「
合
併
に
関
す
る
覚

書
」
５
項
目
と
「
確
認
書
」
４
項
目

は
合
併
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
と
し
て
批
准

し
た
と
理
解
し
て
い
る
が
、
新
市
名

に
漢
字
は
ダ
メ
で
も
ひ
ら
が
ら
の

「
す
も
と
市
」
が
有
効
と
の
見
解
で

あ
れ
ば
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
た
る
項
目
は

信
用
出
来
な
い
。
基
本
５
項
目
は
遵

守
す
る
の
か
。

來
馬
町
長

合
併
の
重
要
性
を
認
識
し
た
か
ら

こ
そ
基
本
５
項
目
を
洲
本
市
長
と
合

意
し
た
、
今
後
の
合
併
協
議
に
つ
い

て
も
「
合
併
に
関
す
る
覚
書
」
を
遵

守
す
る
事
に
変
わ
り
は
な
い
。

小
坂
議
員

私
た
ち
が
合
併
に
対
す
る
町
民
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
結
果
の
中
で

合
併
の
是
非
は
住
民
投
票
で
決
め
る

べ
き
と
の
回
答
が
84
・
21
％
あ
り
、

町
長
と
議
会
と
で
決
め
る
こ
と
に
対

す
る
回
答
は
０
で
あ
る
。
こ
の
際
住

民
投
票
で
合
併
の
是
非
を
決
め
る
べ

き
で
な
い
か
。

來
馬
町
長

住
民
投
票
に
つ
い
て
は
、
就
任
時

に
も
提
案
し
た
と
お
り
議
会
制
民
主

主
義
を
尊
重
し
て
、
こ
の
ル
ー
ル
で

将
来
の
地
域
を
良
く
す
る
た
め
に
町

民
の
付
託
を
受
け
た
議
員
と
町
当
局

が
一
丸
と
な
っ
て
対
応
し
た
い
。

▲小坂議員
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日
本
国
民
年
金
協
会
の
名
称

を
騙
っ
た
悪
質
な
文
書
が
年
金

受
給
者
に
送
付
さ
れ
る
と
い
う

事
件
が
全
国
各
地
で
発
生
し
て

い
ま
す
。「
年
金
過
払
い
額
返

還
請
求
書
兼
警
告
書
」
と
い
う

文
書
で
、
受
給
中
の
年
金
額
に

誤
り
が
あ
っ
た
と
し
て
、
過
払

い
分
の
返
還
を
求
め
る
内
容
に

な
っ
て
い
ま
す
。

õ

日
本
国
民
年
金
協
会
は
国

民
年
金
制
度
の
普
及
発
展
向
上

の
た
め
の
広
報
事
業
等
を
主
と

し
て
行
っ
て
い
る
団
体
で
あ

り
、
年
金
の
支
払
い
に
関
す
る

業
務
は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の

で
、ご
注
意
を
お
願
い
し
ま
す
。

不
審
な
文
書
を
受
け
取
っ
た

場
合
や
不
審
な
電
話
が
あ
っ
た

場
合
に
は
、
直
ち
に
社
会
保
険

業
務
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
お
近
く

の
社
会
保
険
事
務
所
等
に
ご
連

絡
下
さ
い
。

【
年
金
受
給
者
に
対
す
る

不
審
文
書
等
の
主
な
例
】

◆
年
金
の
過
払
い
の
払
戻
し
を

求
め
る
手
口

▽
日
本
国
民
年
金
協
会
の
名
を

騙
り
「
現
在
受
給
し
て
い
る

年
金
額
に
誤
り
が
発
覚
し
、

文
書
到
着
後
３
日
以
内
に
現

金
を
郵
送
し
な
い
と
年
金
の

支
給
を
停
止
す
る
と
と
も

に
、
東
京
地
方
裁
判
所
に
損

害
賠
償
請
求
を
提
訴
し
、
資

産
を
差
し
押
さ
え
る
」
と
記

載
さ
れ
た
文
書
が
送
付
さ
れ

た
。

▽
社
会
保
険
職
員
等
を
装
っ
て

「
年
金
の
払
い
過
ぎ
が
あ
っ

た
の
で
、
指
定
の
銀
行
口
座

に
振
り
込
む
よ
う
に
。
振
り

込
ま
な
い
場
合
、
次
回
の
年

金
支
払
い
を
停
止
す
る
」
と

い
う
電
話
が
あ
っ
た
（
そ
の

他
、
社
会
保
険
庁
の
職
員
、

社
会
保
険
事
務
所
の
職
員
、

国
民
年
金
基
金
、
国
民
年
金

管
理
セ
ン
タ
ー
、
年
金
総
合

管
理
セ
ン
タ
ー
な
ど
を
名
乗

る
場
合
が
あ
る
）。

◆
年
金
の
未
納
保
険
料
の
支
払

い
を
求
め
る
手
口

▽
日
本
債
権
管
理
セ
ン
タ
ー
と

名
乗
り
「
は
が
き
で
先
に
照

会
し
た
が
、
国
民
年
金
の
未

納
が
あ
る
の
で
至
急
払
う
よ

う
に
」
と
い
う
電
話
が
あ
っ

た
。

◆
手
数
料
の
支
払
い
を
求
め
る

手
口

▽
社
会
保
険
と
名
乗
る
者
が
自

宅
を
訪
問
し
「
医
療
費
の
払

い
戻
し
や
社
会
保
険
の
手
続

き
の
た
め
手
数
料
が
必
要
」

と
の
要
求
を
し
た
等
々
。

不
審
不
審
な
文
書

な
文
書
・
電
話
電
話
に
ご
注
意
注
意
！�
不
審
な
文
書
・
電
話
に
ご
注
意
！�
年
金
だ
よ
り�

確定申告には社会保険料控除の申請をお忘れなく!!
平成15年１月から12月に国民年金保険料を納付された方は、確定申告で納付された国民年金保険料

を社会保険料として申告すれば、全額が社会保険料控除の対象になります。

また、手続きには原則として15年中の保険料分の領収書の添付は必要ありません。

【問い合わせ先】 明石社会保険事務所　@078－912－4916

国民年金保険料は、�
全額社会保険料控除の対象になります�

国民年金保険料は、�
全額社会保険料控除の対象になります�

平成15年中の国民年金保険料�

定額保険料のみの場合�

13,300円�月額�1月～12月�

1年分の保険料� 159,600円�

定額保険料＋付加保険料の場合�

13,700円�月額�1月～12月�

1年分の保険料� 164,400円�



１月７日、町民センターで「第16回五色いろはがるた大会」が行われました。
この日は町内の小学生56名が集まり、町内の名所などをかるたにした「五
色いろはがるた」でその取り合っ
た枚数を競い合いました。
なお、各部門の優勝者は次のと

おりです。
１年生の部 日下　茜（鮎原）
２年生の部　尾崎竜樹（鮎原）
３年生の部　津本一秀（鳥飼）
４年生の部　曽賀愛未（鮎原）
５年生の部　木田貴大（鮎原）
６年生の部　大鼓石知宏（都志）

8

五色いろはがるたで勝負！▼

１月７日、町民センターで「第18回新春書き初め大

会」が開催されました。

町内の小中学生80名が、この日集まり、児童らは筆

先に集中し、見事な腕前を披露していました。

大会結果は以下の通りです。

金　賞　３年生　笹野真由（鮎原）

４年生　花野麻奈（鮎原）

５年生　小山若菜（広石）

６年生　宮田あゆみ（広石）

中１生　前川亜希（広石）

ë日頃の練習の成果を筆に

阪神淡路大震災に学ぶ「1.17集会」が広石小学校で行われ、児

童と地域の方々が参加しました。語り部の体験談を聞いたあと、

非常時の食事としてアルミ缶炊飯やすいとん汁をつくって試食を

しました。

命の尊さを学ぶとともに日頃から近隣の人たちと仲よくするこ

とが、非常時の支え合い助け合う心につがることを学ぶことがで

きたようです。

ë阪神淡路大震災に学べ！「1.17集会」

ごしき�
NOW
ごしき�
NOW

来年度中の合併を予定している五色町と洲本市が、

共同で進めていた「地域イントラネット基盤施設整備

事業」が完了し、１月５日両市町幹部らが、敷設が終

わった光ファイバー回線を使ったテレビ会議システム

で年始のあいさつを交わし、映像の鮮明さや音声のク

リアーなことに驚いていました。

今後は、小中学校の総合学習に伴う学校間の情報交

換や、新市での行政サービスなどに活用される予定で

す。

映像鮮明！ITサービスに期待!!ê



２月１日より、高田屋嘉兵衛公園発着の高速バスが
ますます便利になりました。
１日８便が４便増えて12便になり、その全便が高速

舞子に停車します。
※料金：高田屋嘉兵衛公園から高速舞子まで1,350円
詳しくは、折り込みチラシ、役場ホームページ等を

ご覧下さい。

●五色町役場ホームページアドレス
http://www.town.goshiki.hyogo.jp

9

１月18日、ウェルネスパーク五色で
“凧作り教室”とその作成した凧を揚げる
“凧揚げ大会”が行われました。
この日、風は少し弱かったものの、親

子で力を合わせ大空に手作りの凧を揚げ
ていました。
なお、入賞者は次のとおりです。
ふれあいタコあげ大賞
坂本莉奈（都志）
ウェルネスパーク賞
濱田和哉（都志）
三浦健太郎（鮎原）
藤井　佑（広石）

凧作り教室＆凧揚げ大会ê

１月20日、都志小学校でアイガモ農法で栽培した
もち米でもちつきがあり、三角巾とエプロン姿の児
童らと、地元のお年寄り、保護者の三世代が協力し
てもちをつきあげ、町名にちなんで５色のもちを作
りました。
このもち米は児童らが学校近くの田んぼで栽培、

収穫したもので、参加者らは、つきたての柔らかい
もちを笑顔でほおばっていました。

ëアイガモ米でもちつき
“よいしょ！”

男女共同参画推進員募集
男女が互いに人権を尊重し、責任を分かち合い、

性別にとらわれることなく個性と能力を発揮して、
社会のあらゆる活動に参画する機会が確保される社
会づくりを積極的に進めていくため、地域において、
ボランティアで中心的役割を担っていただく方を広
く募集します。

応募資格 地域において男女共同参画社会づくりにむ
けた情報の収集・提供、啓発活動に取り組
む意欲のある兵庫県内在住の成人男女

活動期間 ２年間（4月1日～平成18年3月31日）
公募定員 80名程度
応募方法 所定の申込用紙又はそのコピーに必要事

項を記入の上、返信用ハガキ（ご自身の
住所・氏名を記載）を添えて、郵送又は
持参下さい。

応募〆切 ２月27日（金）必着
そ の 他 知事の委嘱状をお渡しします。ボランテ

ィア保険に加入していただきます。費用
は兵庫県が負担します。

【応募・問い合わせ先】
兵庫県立男女共同参画センター企画啓発課
〒650-0044 神戸市中央区東川崎町1-1-3
神戸クリスタルタワー８階
@078－360－8550

☆４枚綴り回数券には五色町から助成金が交付さ

れ、通常よりお安く購入いただけます。（五色町商

工会又は町内の淡路交通バス乗車券取扱店のみ）

通　常　 助成後

高田屋嘉兵衛公園⇔高速舞子 4,860円 → 4,700円

（五色バスセンター）

高田屋嘉兵衛公園⇔三ノ宮 5,760円 → 5,600円

（五色バスセンター）

高速バス“三ノ宮⇔西浦線”

12便に増便！高速舞子停車！！
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（注）経験年数とは卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合は、採
用後の年数をいい、採用前に民間経歴等ある場合は、その期間を換算
し採用後の年数に加算した年数をいいます。�

【５】職員の経験年数別、学歴別平均給料月額の状況�
（平成15年４月１日）�

（平成15年４月１日）�

大学卒�
一般行政職�

高校卒�

大学卒�
技能労務職�

248,500円�

207,500円�

該当者なし�

該当者なし�

316,600円�

291,200円�

該当者なし�

236,000円�

388,000円�

区　　　分�
経験年数�
７～10年�

経験年数�
15～20年�

経験年数�
20～25年�

353,900円�

該当者なし�

該当者なし�高校卒�
（注）人件費には、特別職に支給される給料、報酬等を含む。�

【１】人件費の状況（普通会計決算）�

年度� 歳出額A 実質収支�人件費B
住民基本�
台帳人口�

人権費率�
【B／A】�

参考�
13年度�

14 千円�
8,163,792

千円�
112,232

千円�
1,197,071

15.３.31�
現在�
11,476人�

14.7％� 12.5％�

（注）標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務である。�

【６】一般行政職の級別職員数の状況� （平成15年４月１日）�

【４】職員の初任給の状況� （平成15年４月１日）�

区　分�１級� ２級� ３級� ４級� ５級� ６級� ７級� ８級�

主　事�主　事�主　査�係　長�
主　査�

課長補佐�
係　長�

参　事�
副課長�

課　長�
特命参事�

計�

職員数� ６� 12 ７� 17 23 13 14 92

構成比� 6.5% 13.1% 7.6% 18.5% 25.0% 14.1% 15.2% 100%

前　年�
構成比�

6.3%

―�

―�

1.0% 14.6% 9.4% 15.6% 20.8% 16.7% 15.6% 100%

給与費B

（注）１　職員手当には退職手当を含まない。�
　　　２　給与費は当初予算に計上された額です。�

（注）退職手当の１人当たり平均支給額は、前年度に退職した全職種に係る職員
に支給された平均額である。�

【２】職員給与費の状況（普通会計予算）�

年　度� 職員数A
給　料� 職員手当�

期　末・�
勤勉手当�

計�

一人当たり�
給与費�
【B／A】�

15 千円�
547,296

千円�
105,189

千円�
242,159

千円�
894,644

千円�
6,727133

１　一般行政職とは、技能労務職、企業職、医師、看護職、福祉職等を除いた職員
です。�

２　技能労務職とは、運転手、清掃員、電話交換手、調理師、用務員等です。�
３　平均給料月額とは、基準月の給料合計額を基準月の職員数で除した額。�
４　平均給与額とは、基準月における給料及び職員手当（扶養手当、管理職手当、
調整手当、時間外手当、特殊勤務手当、住居手当、通勤手当）の合計額を基
準月の職員数で除した額。�

【３】職員の平均給料月額、平均給与月額及び平均年齢の状況�

歳�
48.0

円�
361,456

円�歳�円�円�
327,66442.1398,123341,377

�

区分�

五色町�

歳�
48.9

円�円�歳�円�円�
286,34040.5－� －�327,623

国�

一　般　行　政　職�

平均�
年齢�

平均�
給料月額�

平均�
給与月額�

平均�
年齢�

平均�
給料月額�

平均�
給与月額�

技　能　労　務　職�

高校卒�

大学卒�一　般�
行政職�

区　　　分�

171,500円� 185,600円� 171,500円�

五　色　町� 国�

五　色　町�区　分� 国�

185,600円�

決定初任給�
採用２年�
経 過 日 �
給 料 額 �

決定初任給�
採用２年�
経 過 日 �
給 料 額 �

139,500円� 149,200円� 139,500円� 149,200円�

【７】職員手当の状況�

職制上の段階、職務の級等による�
�
加算措置　　　有�

６月期�
�

12月期�
�

３月期�
�
計�

期末手当�
�

1.45月分�
�

1.55月分�
�

0.5 月分�
�

3.5 月分�

【14年度支給割合】�

勤勉手当�
�

0.6 月分�
�

0.55月分�
�

 － 月分�
�

1.15月分�

職制上の段階、職務の級等による�
�
加算措置　　　有�

６月期�
�

12月期�
�

３月期�
�
計�

期末手当�
�

1.45月分�
�

1.55月分�
�

0.5 月分�
�

3.5 月分�

【14年度支給割合】�

勤勉手当�
�

0.6 月分�
�

0.55月分�
�

 － 月分�
�

1.15月分�

勤勉手当�
�

0.6 月分�
�

0.55月分�
�

 － 月分�
�

1.15月分�

期末手当�

勤勉手当�

退職手当�

【14年度支給率】�

勤続 20 年�
�
勤続 25 年�
�
勤続 35 年�
�
最高限度額�

21.0月分�
�

33.75月分�
�

47.5月分�
�

60.0月分�

28.875月分�
�

44.55 月分�
�

62.7　月分�
�

62.7　月分�

勤続 20 年�
�
勤続 25 年�
�
勤続 35 年�
�
最高限度額�

21.0月分�
�

33.75月分�
�

47.5月分�
�

60.0月分�

28.875月分�
�

44.55 月分�
�

62.7　月分�
�

62.7　月分�

自己都合� 勧奨・定年� 自己都合� 勧奨・定年�

その他の加算措置�
�
特例措置�
�
退職月初日特別昇給�
�
１人当たり平均支給額�

定年前早期退職�
�

【２％～20％加算】�
�

１号給�
�

14,670千円�

【14年度支給率】�

その他の加算措置�
�
特例措置�
�
退職月初日特別昇給�

定年前早期退職�
�

【２％～20％加算】�
�

１号給�

標準的な�
職務内容�

町職員の給与について、町民のみなさんにその内容を理解していただくため、ここに公表します。なお、ここに掲
載している給与などはすべて税金や各種保険料を控除する前の額で、いわゆる手取額ではありません。
町職員の給与は、生活費並びに国、他の地方公共団体の職員及び民間企業の従事者の給与等を考慮して、町議会の

議決を経て条例で定めています。

五色町職員の給与について
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【８】特別職の報酬等の状況� （平成15年４月１日）�

町　　長�
助　　役�
収 入 役�

830,000円�
645,000円�
595,000円�

給　料�

議　　長�
副 議 長�
議　　員�

343,000円�
245,000円�
225,000円�

町　　長�
助　　役�
収 入 役�

（14年度支給割合）�
６月期�
12月期�
計�

議　　長�
副 議 長�
議　　員�

（14年度支給割合）�
６月期�
12月期�
計�

2.25　月分�
2.35　月分�
4.6　月分�

2.25　月分�
2.35　月分�
4.6　月分�

報　酬�

期末手当�

給　料　月　額　等�区　　　分�

【７】職員手当の状況（つづき）�

調整手当�
（15年４月１日現在）�

全地域�

5％�

129人�

0％�

182,488円�

支 給 対 象 地 域�

支　　　　給　　　　率�

支 給 対 象 職 員 数�

国の制度（支給率）�

支給対象職員１人当たり�
平均支給年額（14年度決算）�

特殊勤務�
手　　当�
（14年度）�

全　職　種�区　　　　　　　　分�

44.1%職員全体に占める手当支給職員の割合�

155,904円�支給対象職員１人当たり平均支給年額�

20

深夜看護又は介護業務従事手当�

保育所等勤務職員手当�

手当の種類（手当数）�

支給額の多い手当�
代表的な手当の名称�

18,887千円�

146千円�

支　　給　　総　　額�

職員１人当たり支給年額�
14年度�

19,400千円�

150千円�

支　　給　　総　　額�

職員１人当たり支給年額�
13年度�

時 間 外�
勤務手当�

内　　　容�区
分�

扶

養

手

当�

国の制度�
国の制度�
との異同�

同�

（注）職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有す
る休職者、派遣職員等を含み、臨時又は非常勤職員を除いています。�

【９】部門別職員数の状況と主な増減理由� （平成15年４月１日）�

（平成15年１月１日現在）�

部　　門�

区　　分�

14年度�15年度�

一
般
行
政
部
門�

議　　会�
総務企画�
税　　務�
民　　生�
衛　　生�
農林水産�
商　　工�
土　　木�

小　　計�

教　　育�

�
合併協議の為�
�
介護支援センター事業の会計移動により�
正規職員に替えて臨時職員を配置�
正規職員に替えて臨時職員を配置�
�
公営住宅事業等の事務減少により�

社会体育課設置により�

116　�

14　�特別部門�

公　営�
企業等�
会　計�
部　門�

普通会計計� 130　�

小　　計� 89　�

合　　計� 219　�

病　　院�
水　　道�
下 水 道�
そ の 他�

38　�
7　�
2　�
42　�

113　�

15　�

128　�

85　�

213　�

38　�
7　�
1　�
39　�

�
�
事務量の減少により�
介護支援センター事業の会計移動により�

職　員　数� 対前年�
増減数�

計�

一般行政�
（福祉関係�
を除く）�

部　門� 区　分� 12年～16年�
減　員�
増　員�
差　引�

6
5

▲1

9.1%
7.6%

▲1.5%

7.3%
職員数� 65

6
一般行政�
（福祉関係�
を除く）�

減　員�
増　員�
差　引�

5
▲1
81

6.1%
▲1.2%

職員数�

20.0%2
20.0%2

特別行政�

減　員�
増　員�
差　引�

10職員数�
6.2%4

公営企業�
等 会 計�

減　員�
増　員�
差　引�

1
▲3
62

1.5%
▲4.6%

職員数�
8.1%18

計�

減　員�
増　員�

15年�

66

1
1

81
147

1

▲1
10

62

1
2

▲1
219

14年�
1
1

66
1

▲1
81
147

11
1

▲1
62
3
1
▲2
220

差　引�
13
▲5
218

5.8%
▲2.2%

職員数�

一般行政職�

11年�
－�
－�
－�
66
－�
－�
－�
82

－�
－�
－�
10
－�
－�
－�
65
－�
－�
－�
223

148

12年�
1
3
2
68

3
1

2
84

1
1
11
2

▲2
63

7
4

3
226

152

13年�
2

▲2
66
2

▲2
82

11
1
1

63
5
1
▲4
222

148

16年�
2
1
▲1
65
1
1

81

1
1

10

62
4
3
▲1
218

146 146

①定員適正化目標（数・率）�

●定員適正化計画の数値目標�

（平成12年度策定）�

計�

公営企業�
等会計�

218

▲1

218

▲3

▲1

－� 220 219
213

計　　画�
223 219

226 222
65 89 8562 91
－� ▲2 ▲4▲3 29

221225実　　績�

②定員適正化手法の概要�
　職員の適性配置、事務事業の見直し、職員の能力開発、�
　民間委託の推進、スクラップ・アンド・ビルドの徹底により�
　５年間で５人の減員を図る。�

③定員適正化計画の年次別進捗状況（実績）の概要�
（各年４月１日現在）�

2人�
29　�
6　�
39　�
10　�
17　�
1　�
12　�

2人�
30　�
6　�
43　�
6　�
14　�
1　�
11　�

▲3　�

1　�

▲2　�

▲4　�

▲6　�

�
�

▲1　�
▲3　�

人�
1　�
�

4　�
▲4　�
▲3　�

�
▲1　�

多くの職員に支給�
されている手当�

配偶者 14,000円�
配偶者以外の扶養親族のうち２人まで 6,000円�
 ３人目以下 6,000円�
（職員に配偶者のいない場合、そのうち１人
11,000円。扶養親族でない配偶者を有する
場合の１人目の子等6,500円）�
16歳から22歳の子がある場合の加算額�
 １人につき5,000円�

住

宅

手

当�

同�

通
勤
手
当�

●借家、借間居住者�
　12,000円を超え23,000円まで家賃に応じて�
 最高11,000円�
　23,000円を超える場合、家賃額に応じて�
 最高27,000円�

●持家居住者　自ら所有する場合3,500円� 異�
1,000円、新築の場
合は５年を経過す
るまで2,500円�

距離に応じて（１km以上）2,500円～14,700円。�
ただし、出向、派遣職員については、通勤区間
における（１ヶ月定期券）相当額を支給する。�

異�
2,000円�
～�

20,900円�

職 員 数�
増 減 数�

－� ▲1▲2計画�差引増減員�

実績�

一般行政�
（福祉関係）�

職 員 数�
増 減 数�

計画�差引増減員�

実績�

特別行政�
10 14 1511 13
－� 1 11 2

116117

職 員 数�
増 減 数�

－� ▲11計画�差引増減員�
148
82
－�

113152一 般 行 政 計�
4950 4883
▲1▲33 ▲11

－� ▲1▲22

▲1一般行政�
（福祉関係�
を除く）� 職 員 数�

増 減 数�
計画�差引増減員�

実績�
66
－�

6767 6569
▲2 ▲2

14年�15年�

3
－� ▲22

16年�
計�
12～16�
年�

部　門�
区分�

年度�
11年� 13年�12年�

実績�
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★第25回淡路ミニバスケットボール選手権大会
（11月30日・12月7日） アスパ五色体育館など
女子優勝　柳沢（島田梨央）

★第40回洲本市民柔道記念大会
（12月21日） 洲本高校
団体　高校以上男子　優勝　五色柔道クラブ
（山口佳宏、飼谷貴文、楠　和道、蔭山法正、中嶋勇
貴）

★第58回淡路駅伝競走大会
（1月25日） 洲本市アグリ公園発着
一般部第3位　五色町
区間賞　一般部6区　伊藤義彦　11分32秒

★第33回五色町長杯争奪柔道大会　※優勝のみ
（12月13日） 五色中学校武道館
小学1年生の部 松原和沙（鮎原小）
小学3年生の部 山本大也（鮎原小）
小学4年生の部 増田有真（都志小）
小学5･6年生の部 山本和磨（鮎原小）
小学5年生の部 山本和磨（鮎原小）
小学6年生の部 十川愛作（鮎原小）
女子低学年の部 十川瑠都（鮎原小）
女子高学年の部 曽賀愛未（鮎原小）
中学個人の部 二階堂拓馬（五色中）
高校の部 川端純平（都志）
町長杯の部 川端純平（都志）
中学団体の部 鮎原B（二階堂･松田･十川）
一般団体の部 鮎原（太田･西岡･蔭山）

★第31回五色町ロードレース大会　※1位のみ
（12月21日） 五色中学校・周辺コース
小学3年女子 800m 下森有紗（広石小） 3分04秒
小学3年男子 800m 西田大雅（鮎原小） 2分56秒
小学4年女子 800m 原田紗希（鮎原小） 2分57秒
小学4年男子 800m 濱田悟志（都志小） 2分48秒
小学5年女子 800m 高橋美葵（鮎原小） 2分44秒
小学6年女子 800m 宇野沙良（鮎原小） 2分47秒
小学5年男子 1500m 森本泰地（都志小） 5分38秒
小学6年男子 1500m 平見寿章（都志小） 5分14秒
中学女子 3000m 岡野春香（五色中）11分15秒
高校女子 3000m 和田夏代（洲本高）10分53秒
中学男子 3000m 曽賀　晃（五色中）10分43秒
一般 3000m 伊藤義彦（都志） 10分14秒
高校男子 3000m 松川貴行（洲本高）10分12秒
一般 5000m 東　卓志（南淡RC）16分09秒
高校男子 5000m 山口真史（洲実高）15分10秒

★第47回五色町内一周駅伝競走大会 ※優勝のみ
（1月11日） 五色町周回コース
1部（地区対抗） 鳥飼チーム　1時間14分03秒
（林　和弘、大浜琢也、大橋久輝、吉岡幸広、片山大樹、
三好　守）

2部（中学･高校） 五色町高校　1時間08分12秒
（辻　幸佑、坂本　典、藤井涼太、中村泰徳、田中晋介、
中山直紀）
3部（女子） 五色中女子　1時間21分31秒
（岡野春香、上原綾夏、松田沙也加、高丸沙也、松村朋
美、橋詰裕衣）
区間賞 1部1区 林　和弘（鳥飼） 16分51秒

1部2区 坂東和紀（都志A） 6分35秒
1部3区 井手浩二（都志B） 10分50秒
1部4区 國芳拓志（広石） 10分04秒
1部5区 片山大樹（鳥飼） 11分03秒
1部6区 釜谷和宏（広石） 14分02秒
2部1区 辻　幸佑（高校） 15分38秒
2部2区 坂本�典（高校） 6分53秒
2部3区 一瀬貴文（津名中A） 10分13秒
2部4区 松本邦栄（津名中A） 9分01秒
2部5区 池田智哉（津名中A） 9分54秒
2部6区 中山直紀（高校） 13分15秒
3部1区 岡野春香（五色中女） 19分07秒
3部2区 上原綾夏（五色中女） 8分07秒
3部3区 亀徳友加里（津名中女）11分35秒
3部4区 高丸沙也（五色中女） 11分00秒
3部5区 松村朋美（五色中女） 12分47秒
3部6区 橋詰裕衣（五色中女） 16分57秒

★第31回五色町卓球大会 ※優勝のみ
（1月18日） 五色県民健康村トレーニングセンター
団体戦（一般）都志（八原、金谷隆、大皷、清水、岡、飛
松、西野、網代、金谷幸）
個人戦　小学4年男子 後　健太（都志小）

小学4年女子 東　恵里（広石小）
小学5年男子 桝本圭佑（鮎原小）
小学5年女子 石野礼奈（都志小）
小学6年男子 坂東隼人（広石小）
小学6年女子 長谷川文子（堺小）
選手権 飛松崇泰
Aクラス 斉藤昭紀（鳥飼）
Bクラス 後　果歩（五色中）
Cクラス 栗林　愛（五色中）

▲五色町ロードレース大会

～スポーツNOW～�～スポーツNOW～�～スポーツNOW～�（期間：平成15年12月1日～平成16年1月31日）�
このコーナーでは町民の方の各種スポーツでおさめた優秀な成績を紹介しています。�

《問い合わせ先》
役場社会体育課（アスパ五色）@34－1177
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国
民
年
金
、
厚
生
年
金
保
険
及
び

共
済
組
合
な
ど
か
ら
支
給
さ
れ
る
公

的
年
金
等
に
つ
い
て
は
、
所
得
税
法

上
「
雑
所
得
」
み
な
さ
れ
、
所
得
税

が
課
せ
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
、
国
民
年
金
法
、
厚
生
年

金
保
険
法
及
び
共
済
組
合
各
法
に
お

い
て
、
障
害
も
し
く
は
死
亡
を
支
給

事
由
と
す
る
年
金
に
つ
い
て
は
課
税

し
な
い
こ
と
と
な
っ
て
い
る
た
め
、

老
齢
も
し
く
は
退
職
を
支
給
事
由
と

す
る
年
金
に
つ
い
て
の
み
課
税
さ
れ

ま
す
。

公
的
年
金
等
の
支
払
者
（
社
会
保

険
庁
・
各
共
済
組
合
）
は
、
所
得
税

が
老
齢
年
金
等
か
ら
源
泉
徴
収
さ
れ

た
か
否
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
老
齢
年

金
等
を
受
け
て
い
る
方
々
全
員
に

「
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
」
を

作
成
し
、
そ
の
年
の
翌
年
１
月
31
日

ま
で
に
交
付
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
お

り
ま
す
（
但
し
、
障
害
年
金
、
遺
族

年
金
に
つ
き
ま
し
て
は
課
税
対
象
と

な
り
ま
せ
ん
の
で
、
源
泉
徴
収
票
は

お
送
り
し
ま
せ
ん
）。

源
泉
徴
収
票
に
記
載
さ
れ
て
い
る

事
項
は
、
そ
の
年
の
１
年
間
に
支
払

わ
れ
た
年
金
の
総
額
、
社
会
保
険
料

の
金
額
（
介
護
保
険
料
額
）、
源
泉

徴
収
税
額
及
び
控
除
内
容
と
な
っ
て

い
ま
す
。

２
つ
以
上
の
年
金
の
支
払
者
に
扶

養
親
族
等
申
告
書
を
提
出
し
て
い
る

方
や
、
年
金
以
外
に
給
与
等
の
所
得

が
あ
る
方
、
ま
た
は
公
的
年
金
等
の

雑
所
得
の
合
計
額
が
各
種
所
得
控
除

の
合
計
額
を
超
え
る
方
な
ど
は
、
確

定
申
告
の
際
に
、
添
付
書
類
と
し
て

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
大
切
に
保
管

し
て
く
だ
さ
い
。（

役
場
住
民
課
よ
り
）

源
泉
徴
収
票�
公
的
年
金
等

公
的
年
金
等
の�
公
的
年
金
等
の�

源
泉
徴
収
票�につ

い
て�

はぁとふるクッキング

《作り方》
①カリフラワーとブロッコリーは固めに茹でて小
房に分ける。
②人参・大根は３㎝の長さの短冊切りにする。
③椎茸はそぎきりにし、しめじは小房に分ける。
④白身魚は一口大に切る。
⑤鍋にだし汁とにんじん・大根・生姜を入れて煮
立て、カリフラワーと椎茸・しめじを入れて5
分ほど煮る。
⑥ブロッコリーと調味料を入れて2～3分ほど煮、
仕上げに水溶きの片栗粉でとろみをつけて出来
上がり。

管理栄養士　　大橋さおり

材料4人分

1人分　91kcal 繊維 5g

白
身
魚
と

野
菜
の
吉
野
煮

白身魚……………80g
カリフラワー …200g
ブロッコリー …150g
にんじん…………80g
大根………………80g
椎茸………………6枚
しめじ……………60g

Ｄ.Ｄパーティー
開催のお知らせ

毎年恒例となりました五色町青年団主催のＤ.Ｄパー

ティーが今年も開催されます。

今年のコンセプトは「情熱」です。すてきな出会い

の場を提供いたします。みなさん、是非ご参加下さい。

●日時：３月６日（土）

午後６時30分～（受付午後６時～）

●場所：ギャラクシー淡路リゾートホテル

●対象：20歳以上の未婚の男女

●定員：男女各30名※定員になり次第締切

●会費：男性3,500円　女性2,500円

（五色町在住の方は500円引き）

【申込・問い合わせ先】

○五色町青年団事務局（役場社会教育課内）

担当　出口　・@33―0160

（受付）平日午前８時30分～午後５時15分

※上記の時間以外は下記のメールアドレスへ名前と電

話番号を入れておいてください。折り返し連絡させ

ていただきます。

アドレス：hmasakaz@wonder.ocn.ne.jp

生姜 ……………少々
だし汁 2と1/2カップ
塩 ………小さじ1/2
しょうゆ…小さじ1.5
みりん ……小さじ2
片栗粉 ………小さじ2
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〔
五
色
洋
ラ
ン
セ
ン
タ
ー
〕

週
替
わ
り
の
薬
湯
は
２
月
16
日
か

ら
１
週
間
「
じ
っ
こ
う
の
湯
」
と
な

り
ま
す
。
漢
方
薬
の
成
分
に
よ
り
、

血
行
を
促
進
し
、
ぽ
か
ぽ
か
と
体
を

温
め
、
湯
冷
め
を
防
ぎ
、
冷
え
性
、

肩
こ
り
、
腰
痛
、
神
経
痛
、
疲
労
回

復
な
ど
に
効
果
的
で
す
。
寒
さ
が
厳

し
い
こ
の
季
節
、
温
泉
で
体
を
癒
し

て
く
だ
さ
い
。

◇
体
験
日

３
／
13
º

13
時
30
分
〜

◇
体
験
料

１
６
０
０
円
（
短
冊
掛
別
）

◇
申
込
締
切

３
／
11
∫

◇
お
申
込
み

夢
工
房

〔
夢
工
房
〕

ク
ラ
ブ
員
が
各
地
で
撮
影
し
た
作

品
約
50
点
を
展
示
し
て
い
ま
す
。
観

覧
無
料
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
一
度
ご
覧

く
だ
さ
い
。

◇
展
示
期
間

２
／
29
∂

ま
で

＊
最
終
日
は
２
時
ま
で
。

第
２
・
４
木
曜
日
は
休
館

＊
会
場
は
実
習
室
を
使
用
し
て
い
る

た
め
、
他
の
使
用
と
重
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

◇
お
問
い
合
わ
せ

夢
工
房

〔
夢
工
房
〕

和
紙
の
折
り
紙
で
こ
い
の
ぼ
り
を

作
り
、
短
冊
に
飾
り
付
け
ま
す
。
端

午
の
節
句
に
手
作
り
の
か
わ
い
い

「
こ
い
の
ぼ
り
」
は
い
か
が
で
す
か
。

日�

月�

火�

水�

木�

金�

土�

日�

月�

火�

水�

木�

金�

土�

日�

�

�

�

�

月�

火�

水�

木�

金�

土�

日�

月�

火�

水�

木�

金�

土�

日�

月�

15�

16�

17�

18�

19�

20�

21�

22�

23�

24�

25�

26�

27�

28�

29�

�

�

�

�

1�

2�

3�

4�

5�

6�

7�

8�

9�

10�

11�

12�

13�

14�

15

（ゆ）レディースデー�

（ゆ）レディースデー�

（夢）ケナフと古代米の染色体験�

（ゆ）メンズデー�

（夢）短冊こいのぼりづくり体験�

（ゆ）レディースデー�

〈2月〉�

園内もよおしスケジュール�
2／15～3／15

（浜）浜千鳥　（ゆ）ゆ～ゆ～ファイブ�
（夢）夢工房　（Ｇ）GOGOドーム�
（菜）菜の花ホール　（洋）洋ランセンター�
（茶）おふさ茶屋�

〈3月〉�

（夢）パンづくり教室（初級・中級）�

（夢）フラワーアレンジメント体験・ラッピン�
グ体験･ケナフと古代米の染色体験�

（ゆ）メンズデー�
（夢）トールペイント教室�

（ゆ）キッズデー�
（茶）定休日�
�

（ゆ）キッズデー�
（夢）（茶）定休日�

（ゆ）メンズデー�

（夢）パンづくり教室（初級・中級）�

（夢）型染め体験�

（ゆ）メンズデー�
（夢）トールペイント教室�

（茶）定休日（ゆ）キッズデー�
（夢）パンづくり教室（初級・中級）�

（ゆ）レディースデー�

（ゆ）（G）（夢）（茶）定休日�

（夢）フレッシュフラワーアレンジメント体験�

（
夢
）新
春
津
名
フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ
写
真
展（
〜
２
／
29
ま
で
）�

ウェルネスパーク五色〔高田屋嘉兵衛公園〕ウェルネスパーク五色〔高田屋嘉兵衛公園〕�ウェルネスパーク五色〔高田屋嘉兵衛公園〕� Wellness

Letter

vol. 81

毎月のもよおし情報などが満載の「高田屋公園イベント情報」を�
ケーブルテレビで放映しています。是非ご覧ください。�
公園ホームページも毎月更新中です！　http://www.takataya.jp/

夢工房体験メニュー�

2/15∂　フラワーアレンジメント体験 3/2∏　トールペイント教室  �
●時間→13:30～●料金→2000円●締切13日 ●時間→10:00～●料金→2200円 �
2/15∂　ラッピング体験 3/6º　ケナフと古代米の染色体験�
●時間→13:30～●料金→1800円●締切13日 ●時間→13:30～●料金→1200円●締切4日　 　�
2/15∂　ケナフと古代米の染色体験 3/13º　短冊こいのぼりづくり体験�
●時間→13:30～●料金→1200円●締切13日 ●時間→13:30～●料金→1600円（短冊掛別）�
2/17∏　トールペイント教室 ●締切11日 �
●時間→10:00～●料金→2200円 3/14∂　フレッシュフラワーアレンジメント体験�
2/29∂　型染め体験 ●時間→13:30～●料金→3675円●締切12日�
●時間→13:30～●料金→1200円●締切27日�
�

○浜千鳥　@33-1600 ○ゆ～ゆ～ファイブ　@33-1601 ○菜の花ホール　@33-0354
○夢工房　@33-1540 ○GOGOドーム　@33-0343 ○五色洋ランセンター　@33-0261

２
０
０
４
年
新
春
津
名

フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ
写
真
展

短
冊
こ
い
の
ぼ
り
づ
く
り
体
験

役
場
よ
り
平
成
15
年
４
月
１
日
現

在
五
色
町
在
住
で
65
歳
以
上
の
方
に

発
行
し
て
い
ま
す
「
平
成
15
年
度
ゆ

〜
ゆ
〜
フ
ァ
イ
ブ
高
齢
者
ご
利
用

券
」
の
期
限
は
、
３
月
31
日
ま
で
と

な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◇
お
問
い
合
わ
せゆ

〜
ゆ
〜
フ
ァ
イ
ブ

お
知
ら
せ

ゆ
〜
ゆ
〜
フ
ァ
イ
ブ
か
ら
の

ご
案
内

高齢者ご利用券見本
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情
報
ひ
ろ
ば

お
知
お
知
ら
せ
・
募
集
募
集
�

文
化
協
会
会
員
、
公
民
館
講
座
生

及
び
自
主
活
動
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
、

お
ど
り
、
歌
、
吹
奏
楽
、
民
謡
、
大

正
琴
、
三
味
線
等
の
１
年
間
練
習
を

重
ね
た
成
果
を
発
表
し
ま
す
。

皆
様
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

◆
日
時

３
月
14
日
∂

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

◆
場
所

五
色
町
民
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

◆
問
い
合
わ
せ
先

五
色
町
教
育
委
員
会
中
央
公
民
館

（
五
色
町
文
化
協
会
事
務
局
）

@
33
―
０
１
６
０
（
内
線
２
７
５
）

◆
日
時

２
月
24
日
∏

午
前
10
時
〜
12
時

◆
場
所

洲
本
総
合
庁
舎

◆
相
談
員

司
法
書
士
会
淡
路
支
部
の

司
法
書
士
２
名

◆
問
い
合
わ
せ
先

司
法
書
士
濱
口
事
務
所

@
０
７
９
９
―
62
―
５
８
２
９

「
食
育
」
と
い
う
言
葉
を
耳
に
さ

れ
た
こ
と
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
？
学

校
給
食
問
題
、
家
庭
で
の
食
事
の
問

題
等
、
今
話
題
の
「
食
育
」
に
つ
い

て
、
子
ど
も
の
心
と
の
関
連
を
中
心

に
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
日
時

２
月
28
日
º

午
後
２
時
〜

◆
場
所

緑
町
民
セ
ン
タ
ー
３
階
大
ホ
ー
ル

◆
入
場
料

無
料

◆
講
師

大
阪
済
生
会
中
津
病
院

臨
床
心
理
士
　
岡
嵜
順
子
先
生

◆
問
い
合
わ
せ
先

た
な
か
医
院
　
田
中
一
宏

@
45
―
１
５
９
９

◆
日
時

４
月
８
日
〜
平
成
17
年
３
月
17
日

毎
週
木
曜
日

（
昼
の
部
）

午
前
10
時
〜
12
時

（
夜
の
部
）

午
後
７
時
〜
９
時

◆
場
所

洲
本
市
総
合
福
祉
会
館

三
原
中
央
公
民
館
※

し
づ
の
お
だ
ま
き
館
※

※
夜
の
部
の
み

◆
回
数

全
46
回
（
入
門
課
程
、
基
礎
課
程
）

◆
募
集
人
員

各
会
場
25
名
（
高
校
生
以
上
）

◆
受
講
料

テ
キ
ス
ト
・
資
料
代
４
０
０
０
円

◆
申
込
締
切

３
月
31
日
π

◆
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

淡
路
聴
覚
障
害
者
セ
ン
タ
ー

@
24
―
３
８
５
０

◆
対
象

県
内
在
住
又
は
在
勤
で
義
務
教
育

を
修
了
し
た
人

◆
特
徴

年
齢
に
関
係
な
く
出
願
で
き
、
学

習
は
教
科
書
及
び
学
習
書
を
参
考
に

家
庭
で
自
学
自
習
し
、
レ
ポ
ー
ト
を

提
出
し
添
削
を
受
け
る
。
ま
た
、
毎

月
２
回
程
日
曜
日
又
は
月
曜
日
に
登

校
し
面
接
指
導
を
受
け
る
（
ス
ク
ー

リ
ン
グ：

本
校
又
は
協
力
校
で
あ
る

柏
原
高
校
・
洲
本
実
業
高
校
で
実

施
）。
修
了
す
れ
ば
、
働
き
な
が
ら

に
し
て
高
校
卒
業
の
資
格
を
取
得
で

き
る
。

◆
修
業
年
限

３
年
以
上（

最
短
３
年
、
通
常
４
年
）

◆
必
要
経
費

受
講
料
を
含
み
年
間
約
４
万
円

◆
出
願
期
間

２
月
23
日
∑

〜
３
月
１
日
∑

◆
面
接
日

３
月
７
日
∂

又
は
３
月
８
日
∑

◆
問
い
合
わ
せ
先

兵
庫
県
立
青
雲
高
等
学
校

@
０
７
８
―
６
４
１
―
４
２
０
０

神
戸
新
聞
社
で
は
結
婚
50
周
年
を

迎
え
ら
れ
た
ご
夫
婦
を
招
き
、
長
寿

と
繁
栄
を
祝
う
「
金
婚
夫
婦
祝
福
表

彰
式
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
平
成
16

年
は
兵
庫
県
内
10
会
場
で
左
記
の
通

り
実
施
い
た
し
ま
す
。
該
当
者
は
も

れ
な
く
お
申
し
込
み
下
さ
い
。
申
し

込
ま
れ
た
金
婚
夫
婦
に
は
表
彰
状
や

記
念
品
な
ど
が
贈
ら
れ
ま
す
。
当
日

の
服
装
や
付
き
添
い
は
自
由
で
す
。

ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
ご
参
加
下
さ

い
。

◆
日
時

５
月
９
日
∂

午
後
１
時
〜

◆
場
所

洲
本
市
民
会
館

◆
対
象

昭
和
30
年
中
に
婚
姻
届
を
提
出
し

た
方
で
、
現
在
県
内
に
在
住
、
同
居

の
ご
夫
婦

◆
申
込
み

所
定
の
申
込
書
（
役
場
企
画
情
報

課
及
び
神
戸
新
聞
支
社
、
総
局
、
支

局
、
販
売
所
に
あ
り
ま
す
）
に
記
入

の
う
え
、
戸
籍
抄
本
（
コ
ピ
ー
可
）

を
添
え
て
必
ず
３
月
５
日
ま
で
に
、

お
近
く
の
神
戸
新
聞
支
社
、
総
局
、

支
局
、
販
売
所
に
持
参
す
る
か
、
ま

た
は
、
郵
送
。

第
１１
回
五
色
町

ふ
る
さ
と
芸
能
ま
つ
り

キ
レ
る
子
ど
も
と
『
食
』

〜
食
を
通
し
、
子
ど
も
の

心
身
を
育
む
た
め
に
〜

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

受
講
生
募
集

県
立
青
雲
高
等
学
校

（
通
信
制
・
単
位
制
）入
学
案
内

司
法
書
士
に
よ
る

無
料
法
律
・
登
記
相
談

金
婚
夫
婦
祝
福
表
彰
式



16

◆
問
い
合
わ
せ
先

〒
６
５
０
―
８
５
０
１

神
戸
市
中
央
区

東
川
崎
町
１
―
５
―
７

神
戸
新
聞
社
地
域
活
動
局

「
金
婚
夫
婦
祝
福
表
彰
式
」
係

@
０
７
８
―
３
６
２
―
７
０
５
２

阪
神
・
淡
路
大
震
災
記
念
「
人
と

防
災
未
来
セ
ン
タ
ー
」
で
は
、
震
災

９
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
防
災

未
来
館
企
画
展
コ
ー
ナ
ー
で
「
第
１

回
震
災
絵
画
展
」
を
開
催
し
て
い
ま

す
。

◆
期
間

２
月
29
日
∂

ま
で

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時
30
分

（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

但
し
、
金
、
土
曜
日
は

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
７
時

（
入
館
は
午
後
６
時
ま
で
）

毎
週
月
曜
日
休
館

（
月
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）

◆
場
所

阪
神
・
淡
路
大
震
災
記
念
「
人
と

防
災
未
来
セ
ン
タ
ー
」
防
災
未
来
館

２
階
企
画
展
コ
ー
ナ
ー

◆
内
容

震
災
直
後
の
街
や
、
現
在
に
い
た

る
ま
で
の
被
災
地
の
様
子
を
描
い
た

絵
画
を
展
示
し
、
震
災
の
体
験
や
状

況
を
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
伝
え
ま

す
。

◆
そ
の
他

防
災
未
来
館
入
館
料
が
必
要

但
し
、
兵
庫
県
内
の
小
・
中
学
生

は
コ
コ
ロ
ン
カ
ー
ド
を
提
出
す
れ

ば
、
無
料
で
入
館
で
き
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

ú

阪
神
・
淡
路
大
震
災
記
念
協
会

@
０
７
８
―
２
６
２
―
５
５
０
３

県
で
は
、
県
民
の
皆
さ
ま
に
県
の

施
設
な
ど
を
見
学
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
よ
り
、
県
政
に
つ
い
て
の
理
解

を
深
め
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
地

域
間
交
流
を
図
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

を
目
的
に
、「
走
る
県
民
教
室
」
を

実
施
し
て
、
バ
ス
借
り
上
げ
費
用
の

一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

◆
見
学
日

４
月
１
日
∫

〜
５
月
31
日
∑

◆
募
集
期
間

３
月
１
日
∑

〜
３
月
12
日
ª

◆
利
用
で
き
る
団
体

淡
路
島
内
の
自
治
会
・
高
齢
者
・

女
性
・
青
少
年
等
の
地
域
団
体
等

（
20
名
以
上
）

◆
利
用
条
件

県
の
見
学
対
象
施
設
を
２
ヶ
所
以

上
、
ま
た
は
県
及
び
市
町
の
見
学
対

象
施
設
を
そ
れ
ぞ
れ
１
ヶ
所
以
上
見

学
す
る
こ
と
。
ま
た
、
１
施
設
あ
た

り
概
ね
40
分
以
上
の
見
学
が
必
要
で

す
。

◆
申
込
方
法

見
学
施
設
へ
当
日
受
け
入
れ
可
能

か
確
認
し
、
必
ず
施
設
へ
の
見
学
申

込
み
（
予
約
）
を
済
ま
せ
た
上
、

「
走
る
県
民
教
室
参
加
申
込
書
」
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
バ
ス
会
社
等

発
行
の
“
バ
ス
借
り
上
げ
費
用
の
見

積
書
”
と
“
見
学
コ
ー
ス
行
程
表
”

を
添
え
て
淡
路
県
民
局
企
画
調
整
部

調
整
課
ま
で
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

淡
路
県
民
局
企
画
調
整
部
調
整
課

@
26
―
２
０
０
９

◆
種
目

予
備
自
衛
官
補
（
一
般
・
技
能
）

◆
身
分

非
常
勤
の
特
別
職
国
家
公
務
員

◆
応
募
資
格

（
一
般
）

第
１
回
震
災
絵
画
展

〜
ガ
レ
キ
の
街
か
ら

復
興
を
め
ざ
し
て
〜

「
走
る
県
民
教
室
」
募
集

予
備
自
衛
官
補
採
用
試
験

〈3月〉�
〈図書館カレンダー〉�

・　　　が休館日です�
・開館時間　午前10時～午後6時（金曜日のみ午後7時まで）�

～本のこと、知りたいことなど何でもお問い合�
わせ下さい。調べもののお手伝いをします～�

●ビデオ上映会�
　3月13日（土）　11：00～　対象は小学生以下�
●おはなし広場�
　3月13日（土）　13：30～　絵本・紙芝居�
●えるる倶楽部（毎週土・日曜日）�
　11：00～、14：00～　絵本などの読み聞かせ�

日� 月� 火� 水� 木� 金� 土�
6�
13�
20�
27

5�
12�
19�
26

4�
11�
18�
25

3�
10�
17�
24�
31

2�
9�
16�
23�
30

1�
8�
15�
22�
29

�
7�
14�
21�
28

町立図書館 えるる五色 @32－1693

町立図書館�

えるる五色�

当座預金、普通預金、別段預金は�
平成17年3月末まで引き続き全額保護されます。�

●定期預金等については、これまで同様、

元本 1,000 万円までとその利息等が保

護されます。それを超える部分は、破

たん金融機関の財産の状況に応じて支

払われます（一部カットされることが

あります）。�

●平成 17年４月以降は、当座預金等の

利息のつかない預金が全額保護される

ことになります。�

●預金保険制度、農漁協系統貯金保険制

度ともに同様の取扱いがなされます。�

※詳しくは、金融機関の窓口または預金

保険機構、農水産業協同組合貯金保険

機構、財務局にお問い合わせください。�

※預金保険制度についての資料は、金融

庁や預金保険機構のホームページにも

掲載しています。�

○金　融　庁 http://www.fsa.go.jp/�

○預金保険機構 http://www.dic.go.jp/

※行事が重なる場合は変更あり�行事のお知らせ�

☆3月15日（月）～3月19日（金）は蔵書点検、�
　3月20日（土）は祝日のため休館します。�

―　金融庁・預金保険機構　―�
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18
歳
以
上
34
歳
未
満
の
者

（
技
能
）

18
歳
以
上
で
保
有
す
る
技
能
に

応
じ
53
〜
55
歳
未
満
の
者

◆
待
遇
等

３
年
以
内
に
50
日
の
教
育
訓
練

に
参
加
し
、
そ
の
後
の
予
備
自
衛
官

と
な
る
制
度
で
す
。
訓
練
招
集
手
当

と
し
て
、
日
額
７，

９
０
０
円
が
支

給
さ
れ
る
ほ
か
、
訓
練
に
参
加
す
る

た
め
の
旅
費
等
も
支
給
さ
れ
ま
す
。

◆
受
付
期
間

４
月
９
日
ª

ま
で

◆
試
験
期
日

４
月
17
日
º

、
18
日
∂

、
19
日
∑

の
１
日

◆
問
い
合
わ
せ
先

自
衛
隊
淡
路
募
集
事
務
所

@
24
―
２
４
４
９

○義援金振込先�
�
�
�
�
�
�
�
○現金書留及び現金持参による受付�
　役場住民課までご持参下さい。�
�
○募集期間�
　３月31日（水）まで��
【問い合わせ先】�
　・イラン南東部大地震兵庫県義援金募集委員会事務局　�
　　@ 078－ 362－ 9121�
　・役場住民課　@ 33－ 0160

イラン南東部大地震�
　　　　　兵庫県義援金募集�
イラン南東部大地震�
　　　　　兵庫県義援金募集�

　平成 15年 12月 26日、イラン南東部で発生した大地震は、震源地を
中心に甚大な被害をもたらし、死者は３万人を超えており、今後さら
に増加するものと予想されています。�
　今回のイラン南東部大地震では、阪神・淡路大震災を上回る被害が
発生しており、阪神・淡路大震災の際に国内外から広く支援を受けた
被災地の一つとして、イラン国民に温かい支援を行うことにより、被
災地としての感謝の気持ちを表すことができるものと考えております。�
　１月７日にイラン南東部大地震兵庫県義援金募集委員会が設立され
ています。つきましては、この趣旨にご賛同いただき義援金の募集に
ご協力願います。�

銀行名�

みなと銀行�
本店営業部�

（郵便振替）�

みなと銀行本支店�
からの振り込み手�
数料は無料�
（ATM除く）�

普通口座�

―�

口座種別�

1704280

00930-0-295689

口 座 番 号 �

イラン南東部大地�
震兵庫県義援金�

イラン南東部大地�
震兵庫県義援金�

口 座 名 義 � 備　　　考�

警察からのお知らせ�
◆迷惑駐車の追放◆�
～みんなでなくそう迷惑駐車～�
　違法・迷惑駐車は、交通事故や交
通渋滞の原因となっているほか、高
齢者や身体障害者の日常生活に大き
な影響を及ぼしています。自分の家
の前、勤務先等の前であっても違法・
迷惑駐車に変わりありません。�
　少しの時間であっても面倒がらず
に駐車場に入れましょう。�
◆夕暮れどきの早めのライト点灯◆�
～夕暮れどきは安全に～�
　兵庫県警察本部交通研究所におけ
る調査の結果、交通事故は 16 時か
ら 18 時台に最も多く発生しており
夕暮れどきなどは危険であることが
わかっています。しかし、夕暮れど
きのライト点灯率が高くなるほど、
交通事故発生件数が低くなることも
わかっています。�
　日没 30 分前にはライトを点灯す
るようにしましょう。�

『国の教育ローン』取扱中�

※「国の教育ローン」は１年中お取扱いしています。�
※ 外国の大学などへの留学資金もお取扱いしています。�
※『夢！応援アンサー』テレフォン・ＦＡＸサービス�
　（24時間受付）@（06）6541－8739�
【問い合わせ先】　国民生活金融公庫明石支店 @（078）912－4114

ご利用いた�
だ け る 方�

ご 融 資 額�学生・生徒お一人につき200万円以内�

お 使 い 道�

ご返済期間�10年以内�

ご返済方法�

据 置 期 間�

利　　　率�
保　　　証�

年1.65％（平成15年 11月 10日現在）�
（財）教育資金融資保証基金または保証人（１名以上）�

高校・大学等に入学・在学される方の保護者で、世帯の年収
が990万円（事業所得者は770万円）以内の方�

在学期間内で元金のご返済を据置くことができます。（ご返
済期間に含まれます。）�

・学校納付金（入学金、授業料など）�
・受験にかかった費用（受験料、交通費、宿泊費等）�
・アパート、マンションの敷金、家賃など�

・毎月元利均等返済�
・ボーナス月増額返済�
・ステップ返済�
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３月４日∫ 健康福祉総合センター
19日ª 鮎原健康管理センター

時間：午後2時～4時
※事前に予約してください（@33－0503）
※専門医師が相談に応じます

３月11日∫ 保健センター
受付：午前9時30分～
※対象年齢は決まっていません。どなたでもお越しください
※来られるときは事前にご連絡ください
※母子手帳をお持ちください

３月25日∫ 保健センター
受付：午前9時15分～9時45分
対象：平成15年３月～５月生まれ
※問診票、母子手帳をお持ち下さい

３月３日π トレーニングセンター
10日π 〃
18日∫ 〃
24日π 〃

時間：午前9時30分～
※日程、場所は変更することがあります

３月３日π 保健センター
受付：午後1時15分～1時30分
※対象：平成13年９月～11月生まれ
※問診票、母子手帳をお持ち下さい

３月２日∏ 保健センター
９日∏ 〃
16日∏ 〃
23日∏ 〃

時間：午前9時30分～

上記の問い合わせ先：保健センター（@33－0596）

平成１６年3月の健康づくり事業（予定）

筋力アップサークル

広報ごしきは再生紙を利用しています。

●役場・教育委員会 @33－0160
●健康福祉総合センター@33－0503
●地域福祉センター@35－1166
●淡路五色ケーブルテレビ@32－0486
●五色診療所 @33－0597
●鮎原診療所 @32－0530
●堺診療所 @35－0560
●トレーニングセンター @33－1254

●ウェルネスパーク五色 @33－1600
●ゆ～ゆ～ファイブ @33－1601
●Go Go ドーム @33－0343
●中山間総合活性化センター@32－1211
●アスパ五色 @34－1177
●町立図書館「えるる五色」@32－1693
●五色町児童館（すこやか子育てセンター）

@32－1433

いきいき塾

こころの相談

子育て相談

にこにこ教室

この欄に掲載を希望されない場合は届出の際に申し出て下さい。

おめでた
〈出　生〉出生届は生まれた日から14日以内に

おくやみ
死亡届は死亡の日から7日以内に

あかちゃん
卯野　優翔

ゆ う と

木田　彩音
あ や ね

出嶋栞恋夢
か ご め

宮田　　瞳
ひとみ

濱口　寧々
ね ね

南　　知佐
ち さ

武馬　広輝
ひ ろ き

堀川　　杏
あんず

新川　将貴
ま さ き

平野　永都
え い と

田　哲平
てっぺい

岩本　啓利
ひ ろ と

田　天馬
て ん ま

平田　一翔
か ず と

青木　香乃
か の

誕生日
11月25日
11月26日
11月26日
12月14日
12月18日
12月20日
12月24日
12月25日
12月27日
12月31日
１月１日
１月９日
１月15日
１月21日
１月23日

保護者
新市郎
清　文
健　作
晃　良
健　一
宏　光
規　善
義　仁
博

拓　治
健一郎
教　嗣
治　郎
修　士
幸　造

地　区
広石中
原下
上　堺
広石中
鳥飼浦
万　歳
の郷
神　陽
上　堺
広石中
の郷
都　志
広石中
万　歳
神　陽

な　ま　え
齋藤ふさゑ
田まさゑ

山下　光男
中 米一
丸島　鹿巨
古匠ふで子
泉　　勝郎
曽家　鐵夫
伊勢　　守
齋藤　 二
富山千賀子
奥野つや子
國芳　儀一
舩越き ゑ
岡林まさゑ
小池すゑ子
酒井　 男

死亡日
12月７日
12月24日
12月28日
12月28日
１月２日
１月４日
１月４日
１月４日
１月７日
１月８日
１月10日
１月17日
１月18日
１月20日
１月22日
１月29日
１月30日

年齢
81歳
92歳
80歳
90歳
72歳
85歳
85歳
87歳
79歳
80歳
81歳
88歳
91歳
96歳
92歳
67歳
82歳

地　区
鳥飼中
鳥飼上
鳥飼浦
鳥飼浦
神　陽
都　志
鳥飼中
原上
万　歳
鳥飼浦
南　谷
広石北
広石中
上　堺
都　志
広石北
鳥飼中

－五色町役場税務課－

国民健康保険税

納期限は

３月１日∑ です。

第４期

〈婚　姻〉

新　郎
松下　文吾
岡本　英治
正路　　実
濱端　和明
鎌田　泰治

新　婦
塩寺　陽子
高田いくみ
藤本万紀子
長井　栄子
今泉　朋子

届出日
12月６日
12月６日
12月24日
１月１日
１月11日

地　区
鳥飼浦
広石中
鳥飼中
原西
都　志

平成16年春季全国火災予防運動

『その油断　火から炎へ　災いへ』

住宅防火対策の推進
３つの習慣　○寝たばこは絶対やめる。

○ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する。
○ガスこんろなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。
淡路広域消防事務組合・五色町消防団

期間：３月１日∑～３月７日∂

ハイハイ教室


